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の時期は必然的にそれより遡ることになる。 1、 2号

埴輪墓の築造時期の上限は127-2の小型円筒埴輪の

年代である6世紀前葉と推測される。したがって土師

の里 3号墳の築造年代は 6世紀代に下る可能性は少な

ヽヽ。

なお棺身に使用された埴輪のうち 1号埴輪棺墓南棺

身として用いられた126-2は現存高76.8cm、 円筒部

の回縁部は楕円形で長径51.Ocm、 短径42.6cm、 盾部の

推定長47cnl、 推定幅60cnlを 測る。円筒部の回縁部に粘

土帯を貼付けて方形に肥厚させている。 1段目の突帯

から5段目の突帯間に盾面が付けられている。盾面は

無文で、タテハケのち両側部にかけて強くユビナデさ

れており、ユビナデの痕跡が明確に残っている。無文

であること、そして盾面の中央と円筒部とがほとんど

同化していることから、一見鰭付円筒埴輪を想起させ

るが、円筒部正面に板状部が付けられていることから

盾形埴輪としてよいと考えられる。

0                                  20                                 40cm

第129図 土師の里 3号墳 3号埴輪棺墓構成埴輪
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(4)土師の里 6号墳 (塚穴古墳 )
(夢毎130-131屡雪)

79-15区の調査で、調査区北半に瓦器を少量混入す

るものの、 5世紀後半の埴輪、土師器、須恵器を多量

に包含した堆積層が遺構面上を覆っている状況が確認

された。調査区北東には直径80mほ どの円形の地割り

が残り、「塚穴」という小字名が残っていることから、

かつて直径80m前後の大型円墳が存在したが、中世に

墳丘が削平され南方向に客土されたものと考えられた。

そこでこの古墳について小字名を付して塚穴古墳と呼

ぶとともに、土師の里 6号墳とした。

土師の里 6号墳に伴うとみられる遺物の中でも注目

されるものに形象埴輪がある。 5点を図示したにすぎ

ないが、いずれも表現は丁寧で、作りも精巧である。

130-1・ 2、 131-2

は鶏形埴輪である。13

1-1は太刀形埴輪の

把頭部と考えられる。

退化 した粗雑な直弧文

が刻まれている。131-

3は家形埴輪、 181-

4は靭形埴輪である。

本墳については、形

象埴輪を伴うことおよ

び墳丘の形状や規模が

予測される以外に知見

はほとんどない。しか

し円墳としては規模が

大きいことや形象埴輪

の様相は、被葬者の王

権内に占める位置が一

定度高かったことを暗

示する。このことから、

墳形については盾塚古

墳や鞍塚古墳同様、帆

立貝式前方後円墳では

なかったかとの推測も

生 じてくる。
第130図 土師の里 6号墳 調査区位置、形象埴輪 (1)
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第131図 土師の里 6号墳 形象埴輪 (2)
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(5)土 師の里 1号墳 (第 132図 )
78-2区の調査で小型の竪穴式石室1基が単独で検出された。墳丘や周濠は確認されなかったが、

古墳の埋葬施設と捉え、土師の里 1号墳とされた。

石室の内法は南北1.6m、 東西0.6～ 0,7m、 残存高は0.6mを測る。石室の側壁は最大 4段ほどが遺存

しているだけで、天丼部は残っていなかった。また側壁は 3段目以上が持ち送られている。基底は長

さ30～ 40cmの石材を縦並びにし、その上に長さ10～ 40cmほ どの石材を平積みにしているが、北小口部

や東側壁部などは小振りの石材の使用が目立つ。基底石は両側部と北小口部が連続しているのに対し、

南小口部は両側部を仕切るように配されていることから、南小日部の配置によって最終的な石室の形

状、規模が確定されたとみられる。また棺台には長さ35～50cmの平石 4点が用いられている。棺台間

および両小口部との間は10～ 15cnほ どで、ほぼ等間隔である。南端と北端の台石では 4 cmの高低差が

あり、北側が高い。なお石室を納めた墓媛は南北現2.3m、 東西15m強 を測る。平面は隅丸方形を呈

する。南西部に排水溝状の掘込みがみられるが、墓壊際まで延びた攪乱のため判然としない。

石室内覆土中から古墳時代～中世までの遺物が検出された。棺台石上面および台石間から木棺の固

定に使用されたとみられる鉄釘12本 (132-4～ 15)と鑑 1点 (132-16)、 棺内に副葬されたとみられ

る土師器杯 2点 (128-1・ 2)が出上した。また土師器杯と同時期と考えられる土師器鉢1点 (132-

3)も 堆積土中から出土しており、これも副葬品であった可能性が高い。これらの上師器から本墳の

築造時期は 7世紀初頭に比定される。

10                      20cm

第132図 上師の里 1号墳 石室、出土遺物
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(6)土 師の里 2号墳 (第 133図 )
78-11区で埴輪棺墓 1基と溝 1条が検出された。埴輪棺墓は上面の削平が著しく、棺身底が遺存 し

ているにすぎない。掘方の長さは1.3m、 幅0.6mほ どで、最大深15cmを測る。主軸はほぼ東一西方向

である。掘方の規模からすると棺身は残存する円筒埴輪 1個体で構成されていた可能性が高い。また

西小口部は埴輪片で閉塞されているが、東小口部については不明である。

埴輪棺墓の東脇に溝が北西一南東方向に主軸をもって位置している。この溝も上面の削平が著しい

が、遺物の出土状況などから長さ6.4mま での範囲が予想される。そこで両者を、古墳の周濠とその

脇に設けられた埴輪棺墓とみて、土師の里 2号墳とした。ただし墳丘の形状や規模については不明で

ある。

溝内および推定されるその延長部分からは多量の遺物が出土した。遺物には時期幅があり、また138-

1の 円筒埴輪が本墳に伴うかどうか不明確なので、本墳の築造時期を求めるのは困難であるが、 6世

紀前半以前に古墳は築造され、その後埴輪棺墓が設けられた可能性が高いといえよう。
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第133図 土師の里 2号墳 埴輪棺墓、出土遺物
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(7)土師の里 7号墳 (珠金塚西古墳)(第 134・ 135図)
土師の里 7号墳は土師の里遺跡の南西端に位置する古墳である。昭和30年代以前に墳丘や葺石が存

在したことが伝えられているが、その後墳丘が失われたため、古墳の存在は確認できなかった。試掘

調査および原因者の異なる2つの調査 (88-1・ 2区)が実施されたことによって、本墳は一辺30m

ほどの方墳であることが判明し、土師の里 7号墳 (珠金塚西古墳)と された。

88-1区では墳丘の南西辺および南隅を検出した。検出された南西辺の南で周濠を確認し、墳丘の

1段目が地山を削り出して形成されていることが判明したとともに、墳丘の傾斜が約29度であること

も明らかになった。墳丘斜面には拳大の葺石が存在していた。なお後世の葺石の集積も部分的にみら

れた。

現状の周濠上縁から1.2m北東で墳丘に沿う溝が検出された。下底部の幅は約40cmで ある。この溝

内から埴輪の底部が多く出上し、さらに樹立状態で出土したものもあることから、埴輪を樹立するた

めの布掘りの掘方と考えられる。上面が削平されていることを考慮すると、検出した周濠上縁より若

干高い位置に第 1段目のテラス面が巡り、埴輪列が囲続されていたとみられる。またテラス面につい

ては、高さは確定する根拠に欠けるが、幅については埴輪列掘方の中心から周濠上縁までの距離が1.

2mを測り、周濠上縁が本来は若干墳丘寄りにあったと考えられることから、 2m程度であったと推

第134図 土師の里 7号墳

鑢
離

電静
ず

0         2        4

―-163-―



測される。88-2区では墳丘北隅が検出された。これにより墳丘規模の予想が可能になるとともに、

珠金塚古墳がほぼ正方位に墳丘を向けているのに対し、本墳の主軸は正方位からはかなり振っている

ことが確認された。

なお藤井寺市教育委員会により南東辺から南隅にかけての周濠の外縁と底部の一部が確認された

(田94-4区 )。 その結果、周濠は南隅で幅を狭めていることが判明し、南東辺の墳丘裾がより南方
に延びている可能性が示された。

出土遺物の大半は埴輪である。埴輪には円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪 (靭形、家形など)が認
められる。そのうち本墳に伴うと考えられる円筒埴輪は、外面2次調整が突帯間1段のB種ヨコハケで

あり、その静止痕はほぼ垂直である。こうした特徴から本墳の時期は5世紀中葉に比定されよう。
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第135図 土師の 7号墳 周濠出土円筒埴輪・形象埴輪
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第 3節 埴輪棺墓の調査
府営道明寺南住宅地区では I区 5基、Ⅱ区 7基、Ⅲ区11基、Ⅳ区 5基、V区 2基の計30基の埴輪棺

墓が検出された。加えて90-⑤区でもⅡ区・墓29に繋がるとみられる埴輪棺墓のほかさらに 1基が検

出されており、また藤井寺市教育委員会の調査によるH」 91-3区では3基並列の埋葬施設に埴輪棺

墓を採った土師の里 8号墳とともに5基の埴輪棺墓が検出され、古墳埋葬施設を除いても40基近い埴

輪棺墓が一帯でみつかっている。

土師の里遺跡ではさらに、78-11区で 1基、79-1区で 3基、85-2区で 2基の埴輪棺墓が検出さ

れている。ただし、78-■区の 1基および79-1区の 3基は直接的に古墳に伴うあるいはその可能性

が高いものであり、府営道明寺南住宅地区の埴輪棺墓の多くとは構築状況を若干異にしている。

したがってこれまで45基検出された埴輪棺墓の大半が府営道明寺南住宅地区に集中しているととも

に、単独の埋葬施設としての埴輪棺墓はほぼその地区一帯に限られた存在であったといえる。

土師の里遺跡周辺においても埴輪棺墓の存在は認められる。市野山古墳や岡ミサンザイ古墳の外堤

上で検出されたものや、青山 5号墳周濠内検出のものなど古墳と直接関連して設けられたものもある

が、国府遺跡や茶山遺跡、はざみ山遺跡などでは単独の埋葬施設が存在する。ことに茶山遺跡ではこ

れまで10基以上の埴輪棺墓が検出されており、土師の里遺跡ほどの密度はないものの比較的密集した

分布状況を示している。

上師の里遺跡と茶山遺跡とは隣接しているが、埴輪棺墓の分布には断絶がある。したがって両遺跡

の埴輪棺墓は墓域を異にしていると考えられる。ただし、その違いが集団間の相違なのか集団内にお

けるものかは明らかにはしがたい。

さらに、埴輪棺墓の分布に疎密はあるものの上師の里遺跡、茶山遺跡に限らず古市古墳群域全体に

及んでいることは、特定集団以外にもこの形態の埋葬施設が採用された可能性を暗示させる。
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第136図 85-2区検出埴輪棺墓
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第137図 土師の里 8号墳
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〈o 調査区 埴輪棺墓

掘 方
棺・樺[長

棺 身

長 幅
埴
数
成構
輪

専用 。

転用
構   造 川西

編年

1
85-2区 CE 13～ 2′～ 転 用 複棺連接 Ⅳ

85-2区 CW 3 転用 複棺連接 Ⅳ

2

79-1区 土師の里3号墳 1号棺 17 2 転 用 複棺連接 Ⅳ

79-1区 土師の里3号墳 2号棺 12 2 転用 複棺連接 Ⅳ

79-1区 土師の里3号墳 3号棺 2 転 用 複棺連接 Ⅳ

3 78-11区 土師の里2号墳 12 1 転 用 単棺

4

府住87・ 88年度 I区 玄き2 1.8～ 1 転用 単棺 Ⅳ

府住87・ 88年度 I区 墓 4 05～ 1 転用 惇[状囲綻 Ⅳ

府住87・ 88年度 I区 墓 5 12 0.5～ 1 転用 復棺連結 ? Ⅳ

府住87・ 88年度 I区 蓋曇23 075 1 転用 椰状囲綻 Ⅳ

府住87・ 88年度 I区 蓋曇27 09～ 転 用 複棺連結 ? Ⅳ

5

府住87・ 88年度 Ⅱ区 墓28 2 転用 複棺連結 Ⅲ

府住87・ 88年度 Ⅲ区 蓋曇29 推37 10 2 転用 複棺連接 Ⅳ

府住87・ 88年度 Ⅱ区 蓋曇30 1 専用 単棺 Ⅳ

府住87・ 88年度 Ⅱ区 墓31 転用 単棺 Ⅲ

府住87・ 88年度 工区 甍曇34 13～ 2 転 用 複棺連結 Ⅱ・ Ⅲ

府住87・ 88年度 Ⅱ区 蓋曇35 0,7′～ 1 転用 棒[状囲続 Ⅲ

府住87・ 88年度 Ⅱ区 甍曇36 1.4～ 2 転 用 複棺連結 Ⅳ

6

H」91-3区 土師の里8号墳 第1主体部 2 専用 複棺連接 Ⅲ

H」91-3区 土師の里8号墳 第2主体部 1 専用 単棺 Ⅳ

H」91-3区 土師の里8号墳 第3主体部 12 1 専用 単棺 Ⅳ

H」9 -3区 円筒棺墓4 1.0 2 専用 複棺連接 Ⅳ

HJ9 -3区 円筒棺墓5 13～ 1 専用 複棺連接 Ⅳ

H」 9 -3区 円筒構墓6 25? 1.1 1 専用 複棺連接 Ⅳ

HJ9 -3区 円筒棺墓7 1.1 転用 複棺連接 ? Ⅳ

HJ91-3区 円筒棺墓8 1 転用 単棺 Ⅳ

7

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺 1 19～ 2 転用 複棺連接 Ⅳ

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺2 2 転用 椰状囲続 Ⅲ

府住91年度 皿Ⅸ 円筒棺3 2 転 用 複棺連結 Ⅳ

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺4 1 転用 単棺 Ⅳ

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺5 2 転用 複棺連結 Ⅲ

府住91年度 ⅢⅨ 円筒棺6 1.9～ 1 転 用 複棺連接 ? Ⅲ

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺7 ハヤ1 3 0.8- 転用 複棺連結 Ⅲ

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺8 0.95′～ 0.7～ 1? 転用 単棺

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺9 1,9～ 3 転 用 複棺連結 Ⅳ

府住91年度 ⅢⅨ 円筒棺19 16～ 3 専用 複棺連結 Ⅲ・ Ⅳ

府住91年度 Ⅲ区 円筒棺 11 1.4′～ 0,85 0.7～ 1? 転用 単棺

8

府住92年度 ⅣⅨ 円筒棺 1 2.0～ 1,8～ 1 転用 単棺 Ⅲ

府住92年度 Ⅳ区 円筒棺2 2 転用 複棺連結 Ⅳ

府住92年度 Ⅳ区 円筒棺3 1,1～ 転用 複棺連結 ? Ⅳ

府住92年度 Ⅳ区 円筒棺4 25- 2.2- 2- 転用 複棺連結 Ⅳ

府住92年度 Ⅳ区 円筒棺5 11- 1 転用 単棺 Ⅳ

9
府住95年度 V区 埴輪棺基1 14 6 転用 蓋状覆い Ⅳ

府住95年度 V区 埴輪棺基 2 2- 転用 椰状囲続

第 2表 埴輪棺墓一覧表
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閉 塞 部

副  葬  品 頭位 時  期 備 考専用・

転用
構 造

西
年
川
編

転 用 南 :円筒2 V 南 古墳周濠内

転用 北 :衣蓋 1 古墳周濠内

転用
南

盾
円筒 1、 北 :円筒 1、 棺内 :刀子、土師器提瓶

掘方内 :土師器甕
南
6世紀末～
7世紀初頭

古墳周濠内

戻 古墳周濠付近

転用 西 :朝顔 東

西 改葬墓あるいは小児棺

転用 南 :円筒3 Ⅳ

専用 北 :笠形、南 :笠形 木棺墓の可能性

鉄 田 西 :円筒 Ⅳ 東

転用 西 :朝顔、東 :朝顔 東

転用 北西:衣蓋1・ 円筒1、 南東:衣蓋1 Ⅳ 古墳周濠内 ?

拳大の円礫 束

東
棺を固定するために拳大
の小礫使用

掘方底に4枚の板石

西

専用 東西 :笠形各 1
棺内 :刀 1、 剣1、 棺上 :

鋤 1、 鎌 1、 斧 1、 鏃8
東 5世紀後半 東に埴輪片の枕

転用 東 :笠形、西 :家
内

外

棺

棺
短剣

槍 1・ 矛 1
東 5世紀後半 東に埴輪片の枕

転用・

専用
東 :朝顔、西 :笠形

専用 東西 :笠形各 1 石製品 東 ?

専用 南北 :笠形各 1

専用 東 :笠形、西 :円筒2

転用 南 :円筒

転用 南 :円筒3
掘方上面より7世紀後半の

土師器

転用 西 :円筒 1 鶏形埴輪の頭部 東

転用
筒

？

円

筒
‥
円

西

‥

北

東
朝顔、南

Ⅲ 】ヒ西

転用 南 :円筒 1、 北 :円筒 1 Ⅳ 南

転用
北東 :円筒 1、 南西 :円

筒 1
Ⅳ 北東 小児埋葬の可能性

転用 南 :衣蓋、北 :円筒 Ⅲ 土師器靖2、 鉄鎌 1 南 7世紀

専用 北 :笠形 須恵器甕1、 鉄鎌1、 刀子1 5世紀後葉

南 :土師器鉢 7世紀
改葬 もしくは小児埋葬の

可能性

転用 西 :円筒 東

南

転用 南 :朝顔
黄褐色粘土を充填 して棺

身を固定

転用 南 :円筒 1 Ⅳ 南

転用 北 :円筒1、 南 :円筒 1 Ⅳ 東

南

転用 東 :円筒 1 Ⅳ 鉄鏃 11 西 5世紀末

転用 西 :円筒1 Ⅳ 西 ?
改葬 もしくは小児埋葬の

可能性

南

】ヒ西 棺身に囲形埴輪使用
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第138図 土師の里遺跡および周辺の埴輪棺墓検出地点
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第4節 古墳時代の集落の調査
大阪府教育委員会の調査で、古墳時代の住居もしくはその可能性のある遺構が検出された調査区は

76区、77-22～ 24区、78-6区、78-8区、78-12区、79-15区、79-17区、80-10区、82-14区の計
11箇所である。これは本遺跡の範囲と調査件数を考えると決して多いとはいえない。しかも検出され

た位置は、遺跡の中心からやや南方にかけての約200m四方の範囲に限られている。

ここで報告するのは大半が竪穴住居である。確実に当該期といえる掘立柱建物は明らかではなく、

可能性のあるものは78-6区および80-10区で検出されているのみである。
78-6区では掘立柱建物1棟が検出されている。この建物の時期は6世紀代の可能性もあるが、平
安時代の遺構、遺物も同時に検出されていることから断定はできない。

80-10区では小穴が多数検出された。時期は6世紀前半に比定されているが、調査区が狭小なため、

建物の復元はできなかった。

次いで以下に、竪穴住居について概略を報告する。

[77-23、 78-6区]

まず11箇所の調査区のうち77-23区、78-6区で検出した遺構については竪穴住居である可能性は

局いものの、確実とはいえないものである。

77-23区では調査区の幅が0.5mと 狭小だったために遺構は充分に確認できなかったが、住居の存

在が推測されている。本調査区では包含層が約50cmと厚く、上層が奈良時代、下層が古墳時代である

ことから、竪穴住居の存在が確実なら当該期のものである可能性は高いと考えられる。

78-6区では竪穴状落込みとして報告されている遺構が 6世紀代の住居となる可能性がある(第 142

図)。 ただ、調査区の隅でその一部を検出したに過ぎないので断定はできない。

[76、  77--22、  78--8、  78--12、  82--14鬱蛋]

76区、77-22区、78-8区、78-12区、82-14区では竪穴住居 1軒が検出されている。
76区では調査区端でその一部が検出されたが、過半は調査区外にある(第142図 )。 そのため詳細に

ついては不明である。

77-22区では他の遺構に切られて住居の一部が遺存していたにすぎない (第 142図 )。 古墳時代後期

の可能性があるが、やはり詳細は不明である。

一方、残る78-8区、78-12区、82-14区の住居については時期の特定が可能である。78-8区の

住居は6世紀末～ 7世紀初頭に比定される。78-12区 (第142図)は 6世紀後半、82-14区 (第 142図 )

は5世紀中葉にそれぞれ比定される。

[77--24、  79--15、  79--17優こ]

竪穴住居を複数軒検出している調査区は、77-24区、79-15区、79-17区である。

77-24区では複雑な重複関係のある10軒が検出された (第 139・ 140図 )。 調査区が狭小な上、遺存

状況は悪く、重複関係にも不明瞭な部分があるが、出土遺物も含めて判断すると、 1号住居が 5世紀

後半、 2号住居が 5世紀末～ 6世紀初頭、 3号住居が 5世紀後葉、 4号住居が 6世紀初頭、 5号住居

が4世紀後葉、 6号住居が 6世紀前葉、 7号住居が 5世紀末葉、 8号住居が 5世紀前半にそれぞれ比

定できると思われる。

住居の主軸をみるとおよそ 2分される。 6・ 7・ 11号住居がほぼ北―南方向に近く、他は西に振っ

ているが、中でも1・ 3・ 508号はN-35～ 50° 一Wと振れが大きい。それぞれの住居の時期を考
えると、北―南方向に近いものは5世紀末以降、主軸が大きく西に振るものは4世紀後半～ 5世紀後
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葉と明確に分かれる。つまり5世紀末を境に主

軸は正方位に近くなるものと推測される。した

がって遺物からは時期を決定できなかった 9・

11号住居のうち、■号住居については主軸の方

向からみる限り、 5世紀末以降に比定されよう。

ただ 9号住居は主軸も不明なため、判断する手

掛かりがない。

79-15区では9軒が検出された (第 143～ 148

図)。 調査区北半部の 7軒は重複関係があるの

で、これを整理すると、 3号住居が 7号住居に、

5号住居が 4号住居に、10号住居が 8号住居と

9号住居にそれぞれ切 られている。なお第143

図では 5号住居が 4号住居を切っているように

表現しているが、整理作業の結果、明かに出土

遺物の時期と矛盾しており、調査時の誤認であ

ることが半1明 しているので、ここで訂正してお

く。また 7号住居は調査時点では単独の住居と

認識したがヽその後に6号住居と同一であるこ

とが判明したため欠番となっている。それぞれ

の住居の時期については、 1号住居が 6世紀前

葉、 2号住居が 5世紀末～ 6世紀初頭、 3号住

居が 5世紀中葉、 4号住居が 7世紀中葉、 5号

住居が 6世紀後葉、 6号住居が 5世紀末、 8号

0                  10

第139図 古墳時代住居検出調査区、77-24区全体概念、住居出土遺物 (1)
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第140図 77-24区 住居出土遺物 (2)
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住居が 6世紀後葉、 9号住居が 6世紀後葉、10号住居が 5世紀後葉にそれぞれ比定される。19号住居

を切っている8号と9号住居の間に重複関係がないので、両者の前後関係はわからず、遺物でも時期

差は明瞭ではない。

住居の主軸をみると、北一南方向もしくはこれに近い104・ 5・ 6・ 8・ 9号住居 (8号住居は

僅かに東に主軸を振るが、この範疇に入れることが可能である)と、西に振る2・ 3・ 10号住居に 2

分することが可能である。 2・ 3・ 10号住居の主軸の振れはN-15° ―W程度である。そしてそれぞ

れの住居の時期と主軸方向を比較すると、 5世紀後葉以前は主軸を西に振っており、 5世紀後葉以降

は正方位もしくはこれに近くなるということができよう。

79-17区では重複関係をもたない3軒の竪穴住居が検出された(第 141図 )。 出土遺物からみて、 1

号住居は6世紀代、 2・ 3号住居は5世紀初頭にそれぞれ比定できよう。住居の主軸はいずれも東に

振っているが、 1・ 2号住居がおよそN-25° 一Eであるのに対し、 3号住居はN-45° 一Eと大き

く東に振っている。検出軒数が少ないので判然とはしないが、少なくとも調査区内の状況をみる限り、

主軸と時期に相関性は認められず、さらに77-24区、79-15区 の住居の主軸とも共通点はない。

送

`2ぺ

Ю ご

,す
:裔
①巖董

触

＼ 6
飴

1～ 5 2号住居
6～ 8 3号住居

第141図 79-17区 全体平面、出土遺物
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第143図 79-15区 全体平面

第144図 79-15区 1・ 2号住居出土遺物
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以上、既往の調査で検出された確実な竪穴住居は27軒を数える。

また、藤井寺市教育委員会の調査成果についても触れておく。藤井寺市教育委員会の調査では古墳

時代の住居は6地点で確認されている (H」96-12区とHJ97-5区 は同一地点として捉えた)。 この市

教委の調査により示される古墳時代の住居分布は、府教委の調査成果とほぼ一致している。ただ市立

道明寺南小学校南側でのH」92-10区で竃をもつ 5世紀後葉～ 6世紀前葉の竪穴住居 1軒を含めた竪

穴住居 2軒が検出され、住居分布が本府教育委員会の調査で想定された範囲から、より南方に広がる

ことが判明した。しかし密集度合などから考えると、住居域の中心は市立第四保育所東側の府教委77-

24区、79-15区、市教委H」96-12区、HJ97-5区付近であったとみられ、その外周になるにつれ、

住居は分散的に広がっていると考えられる。

以上の成果を簡単にまとめておく。本府教育委員会が調査した竪穴住居として確実なもの27軒のう

ち、時期が判明しているものは23軒である。このうち最も時期の遡るものは77-24区 5号住居の4世

紀後葉である。 4世紀代の住居は現在のところ、この 1軒だけである。さらに5世紀代 (～ 6世紀初

9 2  5

く三[三]三二「 ラ
'10 

頂三三三員尋厖〕ゞ影驚

＼、__lH.J′ 11

軍 蚕 繭 凹 Ⅷ ∞ 0

第145図 79-15区 3・ 4号住居出土遺物
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頭)は 18軒、 6世紀代 (～ 7世紀初頭)は 7軒、 7世紀代は1軒となる。

注目されるのは4世紀代の住居がいまだ 1軒に留まっていること、それに対して 5世紀代の住居は

全体の約半数を占める数が検出されていることである。既往の府営道明寺南住宅地区の調査では、Ⅲ

区において弥生時代後期の住居やその他の遺構が検出されている。したがって今後の調査によって 8

～ 4世紀代の住居がさらに検出される可能性は充分考えられるものの、検出事例が急増するのは5世

紀以降であるという現状の調査結果が覆されるとは考えにくい。こうした状況は古市古墳群の造営と

軌を―にした動向であると考えざるを得ず、集落を営む主体の問題と切り離しては議論できない。

また住居の主軸の違いに着目すると、多くの住居を検出した77-24区と79-15区では、 4世紀後葉

～ 5世紀後葉までは主軸を西に振っており、 5世紀末を境に正方位に移り変わる状況を看取すること

ができる。両調査区は旧国道170号線を挟んだだけの非常に近接した地点にあり、変遷が一致するの

は当然の帰結ともいえる。ゆえに他の調査区の住居にかならずしも当てはまるものではなく、集落の

中心とみられる地点だけの現象であるのかも知れない。こうした問題を検討するには、集落の構造を

さらに明かにする必要があるが、当面は資料の増加を待たざるを得ない。
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第146図  79-15区 5号住居出土遺物

―-176-―



/■ _

遠
∠⊆≡要E==ム L3

圧 三 三 三 三 三 と 二 二 二 二 ≧ Ⅲ 4

」
品 20

Σだ
ぐ0

第147図 79-15区 9・ 10号住居出土遺物

10

1～ 109号住居
11～ 2810号住居

F~~~母

~~~二

)21

―-177-―



1 47 8

2

3 6
夏三三ここ三二5711

|

|

| |

23

齢灘

第148図 79-15区 6・ 8号住居出土遺物

一-178-―



第5節 土師寺周辺の調査

‐ 大阪府教育委員会調査 E三]藤井寺市教育委員会調査

78-3区

土師器埋納土坑

土師氏の氏寺と考えられる土師寺は、四天王寺式

伽藍配置をとると推定される古代寺院である。その

本来の寺域は現在の道明寺天満宮の南崖下にあった

と考えられている。

寺域内にあたる大阪府教育委員会の調査について

みると、78-5区で奈良時代の溝と不整形小穴、奈

良～平安時代の焼土層と整地層、平安～鎌倉時代の

溝や土坑、小穴、室町時代の壇状遺構、瓦溜り、溝、

土坑などが検出されている。また84-2区では南】ヒ

に延びる幅1.2～ 1.5mの 2条の溝が検出され、寺域

の区画に関わるものとみられる。

また、これらの周辺の調査では78-3区で奈良時

代の石組遺構、溝、柱穴、平安～室町時代の土師器

埋納土坑、溝、小穴などが検出されている。土師器

の埋納土坑は長径55cm、 短径32cmの大きさで、平安

時代後期の上師器皿が10枚以上埋置されていた。ま

た奈良時代の幅 2m以上の東西溝から墨書土器が20

点近く出土し、「寺」、「土寺」と記されたものもあ

る。80-6区では奈良時代の幅2.7～ 2.9mの南北溝

1条と中世の南北溝 2条、土塁状遺構が検出され、

奈良時代の溝からは山田寺式系軒丸瓦などが出土し

た。この溝も寺域外に位置するが、土師寺にかかわ

るものとみられる。79-7区でも幅 2m以上の奈良

時代の南北溝が検出された。また推定寺域から北西

約20mの 80-9区では幅2.5mの奈良時代の東西溝
と土坑 3基が検出され、この溝も土師寺にかかわる

区画溝の可能性がある。これらの溝の分布から考え

ると、北20m、 西

7mほ どで寺域が

さらに囲われてい

たとみられる。

一方、藤井寺市

教育委員会の調査

では、府教委79-

7区東側のH」87-

4区で府教委80-

6区の延長とみら

れる幅1.5～ 2.5m
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第149図 土師寺関連遺構検出調査区、78-3区全体平面
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の奈良時代の南北溝が検出され、土器が多量に出土した。推定寺域の南端中央に位置するH」88-1

区では創建時の塔跡推定地に近接した地点で瓦溜りが検出され、豊浦寺式軒丸瓦を含む 7世紀前半の

瓦が出土した。土師寺の創建年代を考える上で重要な資料である。さらに、府教委78-5区北西のH
」93-6区では土師寺の】ヒを画すると考えられる地形の削り込みが、推定寺域の北西隅近くのHJT94-

1区では南北溝が検出されている。また下水道工事に伴う試掘調査 (H」92-9区)で も古代の河川
がみつかっている。
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挿図番号 出土遺構
法量

外面 1次調整 外面2次調整 内面調整
口径 底 径

10-1 盾嫁苦鰭矯輪〕 No 0 4庚う195 タテハケ 8～ 9条 /cm、 ュビナデ・オサエ ユビナデ。オサエ

盾塚盲墳 IEL輪列 Nα 3 (′亙,209 タテハケ 8条 /cm、 ユ ビナデ 。オサエ タテ・ ナナメハケ、ユビナデ 。オサエ

10-3 盾塚古墳 leL輪列 Nα4 脅頁)222 タテハケ フ～9条 /cm、 ユビナデ タテ・ナナメハケ、ユビナデ。オサエ
10-4 盾塚古婚館輪〕 No 2

“

⊃21 タチハケ 7～ 8条 /cm、 ユビナデ・オサエ ナナメハケ、ユビナデ 。オサエ

盾塚古墳埴輪列Nc6 (,氏 ,218 タテアヽケ 8～ 10条/cm、 ヘラナデ、ユビナデ,オサエ ユビナデ。オサエ
10-6 盾塚古墳 IEL輪列・攪吾 打震)186 タテハケ 8～ 9条 /cm、 ユビナデ・オサエ ユビナデ・ オサエ

10-ア 盾塚苦塔箔輪〕 No15 句ま)230 タテハケ 7～ 8条 /cm、 ユビナデ・オサエ ユビナデ 。オサエ

盾塚古境埴輪列No 5 (,氏 ,188 タテハケ 7～ 8条 /cm、 ユビナデ ユビナデ・オサエ
10-9 盾塚古墳 IIEL輪 列 No10 ,震)228 タテハケ 8条 /cm、 ユビナデ。オサエ タテハケ ユビナデ。オサエ
10-10 盾塚古措館輪列 Nα 8 底 2 タテハケ 8～ 10条/cm、 ュビナデ 。オサエ ナナメハケ、ユヒナデ 。オサエ

0 盾塚古境埴輪列No 14 ('氏 , 8 タテハケ 8条 /cm、 ユ ビナデ 。オサエ ユビナデ・オサエ

盾塚古墳埴輪列Ncl 〔,震 ) 8 タテハケ 8条/cm クテハケ ユビナデ・オサエ
3 盾塚古塔館輪列・椰吾 底 2 タテハケ 8条 /cm、 ュビナデ 。オサエ ユビナデ・ オサエ

盾塚古境埴輪列No 14 (底)236 タテハケ 8条/cm ユビナデ。オサエ

盾塚古墳埴輪列 No15 伊震)210 タテハケ フ条/cm ユビナデ・オサエ
2 (底う221 タテハケ  7～ 8条 /cm タテハケ、ユビナデ・オサエ

2 盾塚古境埴輪列Nα 2 (底)183 タテハケ  7条 /cm ユビナデ。オサエ

2 盾塚古」IR埴輪列 Nα 3 (底)209 タテハケ フ～8条/cm ユビナデ。オサエ
2 盾塚古塔埴輪列 Nα 4 (底)210 タテハケ 9条/cm タテハケ、ユビナデ・オサエ

盾塚古墳埴輪列No5 (底)198 タテハケ 8～ 9条/cm ユビナデ・オサエ

2 盾塚古墳埴輪列 Noフ 〕震)216 タテハケ 9条/cm タテハケ、ユビナデ 。オサエ

2 盾塚古壇埴輪〕lNα 8 (底う185 タテハケ  10条 /cm ユビナデ・オサエ
2 盾塚古墳埴輪列Noll (底)212 タテハケ 7～ 8条/cm タテハケ、ユヒナデ・オサエ

2 盾塚古墳埴輪列 N∝ 12 (庭罵)21 0 タテハケ 8～ 9条/cm クテハケ、ユビナデ・オサエ

12-10 盾塚古墳埴輪列 No13 (底)228 タテハケ 7～ 8条 /cm タテハケ、ユビナデ
12-11 盾塚古措拮輪馴Nに 14 (底)158 タテハケ 7～ 8条/cm ユビナデ 。オサエ

13-1 盾塚古墳埴輪列 No16 (涯更)206 クテハケ 8条/cm タ テ ケヽ、ユビナデ・オサエ

13-2 盾塚古墳埴輪〕lNα lフ (底)225 タチハケ ア～9条 /cm タテハケ、ユビナデ。オサエ
14-1 盾塚古措周猿 タテハケ 8～ 9条/cm ヨコハケ

14-2 唐塚古墳周濠 (日 ,288 タテハケ 8～ 10条/cm タ テ ケヽ、ユビナデ・オサエ

14-3 盾 IIP古墳周濠 (日 )311 タテハケ 8条/cm
14-4 盾塚苦婚周漠 〔底)232 タテハケ 8条/cm ユビナデ・ オサエ

14-5 盾塚古墳周濠 (,氏 ,234 タテハケ 8条/cm タテハケ、ユビオサエ

14-6 盾塚古墳周濠 (底う197 タテハケ 8条 /cm ヘラナデ、ユビナデ。オサエ

14-7 盾塚古箔周漠 タテハケ 8条 /cm ユビナデ・ オサエ

盾塚百墳周濠 (,氏 ,229 タテハケ 8条/cm タテハケ、ユビナデ・オサエ

14-9 盾塚古墳周濠 0底)288 タテハケ 8条 /cm タテハケ、ヘラナデ、ユビナデ。オサエ
15-1 盾塚古嬉周漠 タテハケ 8条 /cm ユビナデ 。オサエ

5 盾塚古境周濠 (,氏 ,218 タテハケ 7条/cm タ テ ケヽ、ユビナデ。オサエ

15-3 盾塚古墳周濠 0巨)222 タテハケ 10条 /cm タテハケ、ユビナデ
15-4 盾塚古婚周漠 年0190 タテハケ8条/cm タテハケ、ユビナデ 。オサエ

15-5 盾塚古境周濠 (,巨 ,206 タテハケフ～9条/cm タ テ ケヽ、ユビナデ・オサエ

15-6 盾塚古墳周濠 (底)276 タテハケ9条 /cm タテハケ、ユビナデ
15-7 盾塚古増周凄 「腐Ⅲ223 タテハケ 10条/cm タテハケ、ユビナデ

5 盾塚古墳周濠 (底)254 タテハケ  9～ 10条/cm タテハケ、ユビナデ
15-9 盾塚古墳周濠 (l~K)218 タテハケ 8～ 9条/cm ク テ ケ ユビナデ・オサエ
15-10 盾塚古遣周凄 1庫Ⅲ223 クテハケ9集 / タテハケ、ユビナデ

15-11 盾塚古墳周濠 (底)180 タテハケ8条/cm タテハケ、ユビナデ
15-12 盾塚古墳周濠 (l~K)222 タテハケ9～ 10条 /cm ク テ ケ ユビナデ
17-1 盾塚古塔周凄 ヨコナデ ヨコハケ

7 盾塚古墳周濠 ヨコナデ 不明

17-3 盾塚古墳周濠 ケ ユビナデ
17-4 盾塚古増周漠 ヨコナデ ヨコハケ、ユビナデ

7 盾塚古墳周濠 ヨコナデ ヨコハケ、ユビナデ
17-6 盾塚古墳周濠 タテハケ7条/cm ケ ユビナデ
7-7 盾塚古措周凄 タテハケ9集 / ヨコナデ ユビナデ 。オサエ

7-8 盾塚古墳周濠 タテハケ8条/cm ユビナデ

17-9 盾塚古墳周濠 タテハケ8条/cm タテ・ ナナメハケ

17-10 盾塚古措周凄 クテハケ7～ 8峯/cm ユビナデ・ オサエ

21-1 盾塚古墳周濠 ヘラナデ、網代文 ユビナデ

21-2 盾塚古墳周涙 ケヽ ハ ケ

21-3 盾塚古造周漠 ヘラナデ ユビナデ

21-4 盾塚古墳周濠 ケヽ、ヘラナデ ユビナデ

21-5 盾塚古墳周濠 ユ ビナデ、網代支 ユビナデ

21-6 盾塚古造周漠 ユビナデ、網代文 ユビナデ

21-7 盾塚古墳周濠 ユヒナデ

22-1 盾塚古墳周濠 ヘラナデ、綾杉文 ユビナデ
22-2 盾塚古措周漠 ユビナデ 繕ホち支 ユビナデ

盾塚古墳周濠 ハケメ、綾杉文 ハケ、ユビナテ
22-4 盾塚古墳周濠 ユビナデ ユビナデ
22-5 盾塚古措周漠 ユビナデ ユビナデ

盾塚古墳周濠 ユヒナデ ユビナデ

22-ア 盾塚古墳周濠 ユ ビナデ、経杉文 ユビナデ
22-8 盾塚古塔周漠 ユ ビナデ 紹代立 ユビナデ

盾塚古墳周濠 ユ ビナデ、鋸歯文 ユビナテ

22-10 盾塚古墳周濠 ユビナデ、綾ホ多文 ユビナデ

22-11 盾塚古婚周漠 ユビナデ 鵠備支 ユビナデ

22-12 盾塚古境周濠 ユ ビナデ、網代文 ユビナテ

22-13 盾塚古墳周濠 ヘラナデ ?綾杉文 ユビナデ

23-1 盾塚古塔周漠 ヘラナデ、網代文ユ ビ ユビナデ

第 3表 埴輪観察表①
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突帯 透 孔 黒斑 胎土
   1長 石 1石英 |チ ャー ト1金雲母 クサ リを

色調 焼 成 質 備 考 実測番号

台 形 円 有 砂粒多 ○ 0 0 赤褐色 艮好 ±3T貨 3

台形 右 砂粒宅 0 0 赤褐色 良好 土 :再 1

台形 有 砂粒多 O ○ ∩ 赤洛缶 虔年 土師暫 2

台形 砂粒室 ○ ① 0 赤褐色 良好 土師質 11

砂新宅 ○ ○ 赤褐色 良好 土 断 5

台形 砂粒多 ○ 0 0 赤褐a 良 好 上師暫 8

砂粒多 ① ① ○ 赤褐色 良好 土師質

砂粒客 ○ 泳褐色 良 好 土日π 17

砂粒多 O 0 ① 未褐色 良 好 上宮面暫 6

砂粒多 ① ○ 赤褐色 良好 土師質 4

有 砂粒与 ○ 赤褐色 良 好 土EF 7

砂粒多 ○ の 未褐負 良 好 土師暫

砂粒多 0 ① ○ 赤褐色 良 好 土師質 9

有 砂粒多 0 ○ ○ ○ 淡赤褐色 良 好 土師質

有 砂粒多 ① 淡茶褐色 良 好 土師暫

台形 砂粒含 0 ① ○ ○ 赤褐色 良好 上師質 p13

砂粒含 0 ○ 燈褐色 良 好 土師笞

台形 有 砂粒多 O 0 ω 0 赤福色 良 好 土師管 p3

砂粒多 O ① ○ ○ 赤褐色 良好 土師質

合髭 砂粒含 ○ O 〇 赤褐色 艮 好 土師贅

台形 砂粒含 0 0 ○ 淡系褐色 良 好 土師暫

台形 砂粒含 O ○ 淡燈褐色 良好 土育F質

合形 砂粒含 ○ ○ ○ 淡赤褐色 艮 好 土日F賀

台形 砂対合 0 0 0 ○ 赤褐色 良 好 土師管 p7

砂粒含 ① ○ ○ ○ 赤掲色 蔦解 土節暫

砂粒多 ○ ○ 赤褐色 艮 好 土師貿

砂新合 0 0 Э 赤褐色 艮 好 土師

砂粒含 ① O ○ 未洛御 喜好 土師壇

砂粒多 ○ 0 赤褐色 艮 好 土師賃 回コ377

V1/N新 宅 0 の 未褐色 良好 土師 図335

砂粒多 ① 0 未格 tlI 農好 土節管 図336

台形 円 砂粒多 ○ Э 赤褐色 艮好 土師質 図343

台形 円 砂対宅 0 Э ○ 未褐色 良好 土師 図342

台形 砂粒多 ○ 0 湊未怒 t・ 窟好 土締暫 図338

台形 砂粒多 ① 赤褐色 艮好 土師質 磨耗著 しt 図340

砂粒宅 ω 0 赤褐色 民好 土 師 図 339

台形 円 有 砂粒多 ○ ○ ○ 誅摺缶 礎解 土舗管 図341

台 形 砂粒多 〇 ① Э 赤褐色 艮lT 土師質 p32

砂粒宅 0 0 ○ Э 淡燈褐色 良好 土 師

有 砂粒含 ○ O ○ D 湊燈褐缶 良年 土舗管

砂粒多 ○ ① 9 赤褐色 艮好 土師質

砂粒老 ○ Э 赤褐色 良好 土 師 Pl

砂粒多 ○ ○ う 湊未福負 良好 土師暫

砂粒含 ○ ① 9 示褐色 民好 土師質

砂粒宅 Э 赤褐色 良好 土曾〒

砂粒多 ○ ○ つ 赤褐負 良 llF 土師冒

台形 砂粒多 ① ① 0 0 赤褐色 良好 土師質

砂粒宅 ① Э 0 赤褐色 良好 土HT P22

砂粒多 ○ ○ ○ つ 0 未掲 fL 鹿 年 土肺管

砂粒含 Э ① 赤褐色 艮好 土師質

砂粒含 の ○ 0 0 赤褐色 良好 土 断

砂粒含 ○ ○ ○ ○ 未福缶 良 好 土舗暫

砂粒含 Э ○ O O 赤褐色 艮好 土師資

砂粒含 の ○ ○ ○ 赤褐色 良 好 上 師

砂粒含 ○ ○ ○ 0 未褐負 良 好 上師暫

砂粒多 小石含 Э ① ① ① 赤褐色 良好 主師質

砂粒含 Э ○ ○ O 赤褐色 良 好 土 師

砂粒含 ○ ○ 0 0 赤褐色 良 好 土節暫

合形 ? 有 砂粒多 Э ① ① 淡橙褐色 やや不艮 土師質

砂粒与 Э 〇 ○ 淡灰褐色 良 好 須 層 戻形、屋根破風 窯 7

砂粒多 ○ 0 0 良 拝 土 g tr暫 衆形、屋根破風、外赤彩 5邑 8

砂粒多 0 ① 淡灰自色 良好 土師質 衣蓋形 棄9

砂粒与 Э ○ ○ 淡燈色 良 好 家 形 室 10

砂粒多 ○ 0 示掲色 良 年 土師暫 棄彬

砂粒多 0 ① 橙色 やや不良 土師質 家形

砂粒与 Э ○ ○ ○ ○ 橙褐色 良 好 土 師 衣蓋形軸部

砂粒多 つ 0 ω 0 赤褐色 良 鮮 土師暫 観形  胎土、色調、焼成状況 は盾塚 円筒 に似 る 粟12
砂粒多 0 ① 淡灰色 良好 須恵質 靭 形

砂粒多 0 ○ ○ 淡燈褐色 良 須 恵 IJl形

砂粒含 つ ① 良 上師督 盾形か凱形

砂粒含 0 ① 灰白色 良 上師質 盾形か執形

砂粒含 ○ ○ 淡赤褐色 R 土師質 盾形か靱形

砂粒多 つ 0 0 未格& やや不良 土師暫 匿形か 411形

砂粒多 O ① ○ 淡赤褐色 良 土師質 盾形

妙粒多 ○ ○ 良 土RT質 盾形

砂粒多 0 0 0 未褐色 農 土宮而暫 音形

砂粒含 ① 淡燈褐色 良 土師質 盾 形

砂粒多 ○ ○ O 赤褐色 良 土RT質 盾形

砂粒多 0 ① の 未掲色 やや不良 土師暫 重摺形

砂粒多 ① O 赤褐色 良 上師質 家形、屋根
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挿図番号 出土遺構
法量

外面 1次調整 外面 2次調整 内面調整
口径 底 径

23-2 盾塚古壇周涙 ヘラ・ ユビナテ ユビナデ

24-1 盾塚古墳周濠 ユビナデ ユビナデ

24-2 唐塚古墳周濠 ユ ヒナデ、直弧文、横線文 ユビナデ

24-3 盾塚古埴周涙 ユ ビナデ、直弧文 ユビナテ

24-4 盾塚古墳周濠 ユビナデ、綾ホち支 ユビナデ

24-5 唐塚古墳周濠 ユビナデ ユビナデ

24-6 盾塚古墳周漠 ユビナデ、綾杉文 ユビナテ

24-7 盾塚古墳周濠 ユビ・ヘラナデ ユビ・ヘラナデ

24-8 盾塚古墳周濠 ユ ビナデ、綾杉文 ユヒナデ

24-9 盾塚古墳周濠 ユビナデ ユビナデ

24-10 盾塚古墳周濠 ユビナデ ユビナテ

25-1 盾塚古墳周濠 ヨコハケ6条/cm ユビナデ

25-2 盾塚古塔周涙 ヨコハケ (ナデ状) ユビナデ

25-3 盾塚古墳周濠 B種 ?ヨ コハ ケ 7条 /c ユビナデ

25-4 盾塚古墳周濠 クテハケ6条/cm ユビナデ

25-5 唐塚古墳周漠 タテハケ ユビナデ

25-6 盾塚古墳周濠 ユビナデ

25-7 盾塚古墳周濠 B種 ?ヨ ヨハケ7～ 8条 /針 ユビナデ
26-8 薔塚古墳周濠 ヨコハケ6条/cm ユビナデ

25-9 音塚苦措周漠 ヨコハケ 6条/cm ユビナデ

28-1 鞍塚古墳周濠 (口 ,276 ヘラケズリ、ユビナデ ナナメハケ、ユビナデ

28-2 鍛塚古墳周濠 口 17 タテハケ7～ 8条/cm ヨコハケ、ユビナデ

28-3 線塚古造周漠 口 ヘラケズリ ヨコハケ

28-4 鞍塚百墳周濠 口 タテ・ ナナメハケ6～ 7条/cm ナナメハケ、ユビナデ。オサエ

28-5 鞍塚古墳周濠 ヘラケズリ (ユ ビナデ ヨコハケ、ユビナデ
28-6 鍛塚古塔周漠 1日 )235 タテハケ7～ 8条/cm ヨコハケ、ユビナデ

28-7 鞍塚古墳周濠 クテ ケ6～ 条/cm ユビナデ。オサエ

28-8 鞍塚古墳周濠 (日 )238 タ テ ケG～ 7条/ ヨコハケ、ユビナデ

28-9 鍛塚古箔周漠 (底)194 タテハケ6 条 / ユビナデ・オサエ

28-10 鞍塚古墳周濠 (底)188 タ テ ケ6～ 条/cm ユビナデ。オサエ

29-1 鞍塚古墳周濠 (底)245 タテハケ7～ 8条/cm ユ ビナデ 。オサエ

20-2 毅塚古鰭周漠 (底 )23フ ヘラケズリ
29-3 鞍塚古墳周濠 (底)173 タテハケ5～ 7条/cm ユ ビナデ ,オサエ

29-4 鞍塚古墳周涙 (l罠 )187 タテハケ6～ 7条/cm ユ ビナデ 。オサエ

29-5 毅塚古増周漠 1日う4?6 ナナメハケ7～ 8条/cm ヨコ・ナナメハケ
29-6 鞍塚古墳周濠 ヨコ・タテハケ6～フ条/cm ユビナデ・オサエ

29-7 鞍塚古墳周濠 タテ・ナナメハケ6～ 7条/cm ヨコハケ、ユビナデ

29-3 義塚古塔周漠 タテハケ7条/cm ナナメ・ヨヨハケ、ユビナデ

30-1 鞍塚首墳周濠 ヘラナデ ヨコハケ

30-2 鞍塚古墳周濠 ヘラナデ ヨコンヽケ

30-3 鞍塚古婚周漠 タテ・ナナメハケ7条/cm ヨコハケ
30-4 鞍塚古墳周濠 タテ・ ナナメハケ6築 /cm ヨコンヽケ

30-5 鞍塚古墳周涙 クテハケ6条/cm ヨコハケ

30-6 鞍塚古塔周漠 ナ テ ユビナテ

31-1 鞍塚古墳周濠 ユビナデ ユビナデ・オサエ

31-2 鞍塚古墳周濠 クテハケ6条/cm ユビナデ。オサエ

31-3 鞍塚古造周漠 タテハケ6条/cm ユビナデ 'オサエ

31-4 鞍塚古墳周濠 クテハケ6笑 /cm ユピナデ

34-1 鞍塚古墳周濠 ハケメ、況線 ユヒナデ

34-2 鞍塚古壇周漠 ユビナデ、鋸歯文 ユビナデ

34-3 鞍塚古墳周濠 ユ ビナデ  沈練 ユピナデ

34-4 鞍塚古墳周濠 ケヽメ、綾杉文 ユヒナデ

34-5 鞍塚古墳周濠 ハ ケ ユビナデ

34-6 鞍塚古墳周濠 ユビナデ 銘慌支 ユビナデ

34-7 鞍塚古墳周濠 ユ ビナデ、況線 ユビナデ

34-8 軽塚古墳周濠 ユビナデ ユビナデ

34-9 勢塚古措周凄 ユビナデ  沈線 ユビナデ

34-10 鞍塚古墳周濠 ケヽ

34-11 鞍塚古墳周涙 ヘラナデ、網代文 ユビナテ

37-3 助太山古墳周濠 ナチメハケ ユビナデ

37-4 助太山古墳周濠 タ テ ケヽ ユビナデ

39-1 小型方塔出土 クテ ケヽ10～ 11条/ B種ヨコハケ13条/cm ユビナテ
30-2 小型方墳出土 タ テ ケ9～ 12条/cm ユビナデ

39-3 小型万墳出土 タテハケ9条/cm B種 ヨコハケ13条/cm ユビナデ

82-2 V区・ 土塘墓 B種 ヨコハケ9～ 10条/cm ユビナデ・オサエ

32-3 V区・土壌墓 (底)338 B種 ヨコハケ ユビナデ・オサエ

82-4 V区・ 土境墓 ヨコハケ ヨコハケ、ユビナデ・オサエ

82-5 V区・ 土塘墓 ク テ ケヽ9条/cm B種 ヨコハケ 10条/cm ユビナデ。オサエ

114-1 仲津山古墳 タテハケ9条/cm B種 ヨヨハケ3～9条/cn ユビナデ・オサエ

114-2 仲津山古墳 タテハケ8～ 9条/cm B種 ヨコハケ10～ 11条 /cl ユビナデ

114-3 仲津山古増 (底)268 タ テ ケヽ 7～ 9条/cm B種 ヨコハケ8～9条/cl タテハケ、ユビナデ。オサエ

114-4 仲津山古墳 (底)261 タテハケ6～ 8条/cm タテハケ ユビナデ
114-5 仲津山古墳 属)284 タテハケ6～ 7条/cm B種 ヨコハケ6条/cm タテハケ、ユビナデ・オサエ

114-6 仲津山古 1奮 タ テ ケヽ8条/ ナナメハケ、ユビナデ・オサエ

114-7 仲津山古墳 タテハケ8～ 9条/cm B種 ヨコハケ9条/cm ユビナデ。オサエ

114-8 仲津山古墳 タテハケ B種 ヨコハケ
114-9 仲津山古墳 タ テ ケヽ8条/ B種 ヨコハケア条んm ナナメハケ、ユビナデ

114-10 仲津山古墳 タテハケ10条/cm B種 ヨコハケ8条/cm
115-1 仲津山古墳 B種 ヨコハケ
115-2 仲津山古墳 0震う268 クテハケ B種 ヨコハケ タテハケ、ユヒナデ。オサエ

第 3表 埴輪観察表②

-184-一



突 帯 透子と 黒斑 胎土   1長石1石英|チ ャーH金雲母レサリを 色調 焼 成 質 備   考 実測番号

砂粒多 赤褐色 良 土師 家形

砂粒食 ○ 0 淡灰褐俸 礎 須恵暫 蒙形  犀線
砂粒多 ○ ○ ○ 燈褐色 良 土師質 盾形

砂粒多 ○ 淡燈褐色 良 土日T 盾形か靭形
砂粒宅 0 0 Э Э 音灰色 やや不良 土宮市暫 銀形

砂粒多 ○ 赤褐色 良 土師質 三角板革綴短甲

砂粒多 O ① 赤褐色 良 土RT写 車濯形
砂粒宅 ○ ○ 赤褐色 良 須恵箇 颯形、表享面未彩 (?

砂粒多 ○ ○ 赤褐色 良 土師質 草摺形

砂粒含 ① 淡灰自色 艮 須恵ニ 衣蓋立飾 り

砂粒宅 ○ ○ 赤褐色 良 ±8π壇 秦立飾 り

砂粒多 ○ ○ 赤褐色 良 須恵質 ヘラ描牡鹿 A

砂粒多 0 淡灰褐色 艮 ヘラ描馬 7 B

台形 砂粒宅 Э 灰褐色 良 須恵笞 ヘラ枯 E

砂粒多 ○ つ 淡灰褐色 良 須恵質 ヘラ描 C

台形 砂粒多 0 0 赤褐色 艮 土師質 ヘラ描 F

台形 砂粒宅 Э 燈色 良 土師暫 ヘラ描 D

砂粒多 つ つ 1告奏褐 fFl 鹿 須煮管 」

台形 砂粒多 0 0 淡燈色 艮 須恵質 ヘラ描

砂粒奉 ○ Э 淡燈色 良 上師質 ヘラ描暦 ? H

合 形 円 砂粒宅 つ 賠褐往 鹿 須煮暫

台形 砂粒多 つ 淡茶褐色 艮 須患質 外面赤彩

砂粒室 O ○ Э 淡灰 白色 良 須 恵

台 形 砂対合 つ 湊烙格俸 礎 須煮薔

台形 砂粒多 D ○ 淡赤褐色 長 須思貨

砂粒墓 ○ O 淡赤褐色 良 須 恵

台形 砂精宅 0 つ 灰白缶 良 須煮暫

砂粒多 υ 淡燈褐色 良 須思賀 外面赤彩

台形 砂粒多 ○ O 淡責灰色 良 須 恵

台 形 V1/N新宅 0 つ 灰白角 鹿 須煮暫

台形 砂粒多 θ 淡灰褐色 艮 須忘資

砂粒多 ○ O 淡褐灰色 良 須 恵

合形 砂粒宅 0 0 淡褐灰色 良 須意管

砂粒含 0 灰白色 良 須憲賀 11

砂粒多 ○ O 〇 淡褐灰色 良 須 恵 内外面赤彩、朝顔形

合形 円 砂粒宅 ω 淡褐灰色 良 須意暫 朝顔形

三角形 砂粒含 ① 淡掲灰色 良 須恵資 朝顔形

砂粒含 ○ ○ 灰白色 良 須 恵

砂粒含 ○ 淡燈褐色 良 須意暫 2

砂粒含 ○ 淡燈褐色 良 須恵質 コ

砂粒含 O ○ ○ 淡燈褐色 良 須 恵 5

砂粒含 淡燈褐色 良 須恵暫 3

砂粒多 ○ ○ O 淡赤褐色 良 須恵質 1

台形 砂粒含 ○ O ○ 淡茶褐色 良 須 恵 7

砂粒与 の 皇 土師薔

台形 砂粒含 ○ ○ ○ ○ ○ 淡燈褐色 良 土師質 11

砂粒多 ○ ○ ○ 淡燈褐色 良 土 師 12

砂粒宅 の 淡茶福a 良 須恵管

砂粒多 ○ 淡灰褐色 良 土師質 鶏形

砂粒多 ○ ○ 淡灰褐色 良 須 恵 盾 形

砂粒客 0 良 須恵暫 肩 甲

砂粒多 ○ ○ ○ 淡赤褐色 良 須恵質 草摺形

砂粒多 ○ ① 淡灰 自色 長 須 層 重摺形

砂粒与 ○ 0 良 上自F督 盾形

砂粒含 ○ ○ 淡赤褐色 良 須恵質 衣蓋形 (外面赤彩)

砂粒多 Э ① 淡灰 自色 良 ±8焉 衣蓋形 (頂部 )

砂粒与 0 淡灰 自色 良 土白π暫 蒙形、裾辺

砂粒多 ○ ○ 燈褐色 良 須恵質 家形

砂粒多 Э ○ ① 淡褐色 長 土師 豪 形 171

台形 (砥 | 砂粒与 0 ① 暗灰色 不 良 ±8F暫 I上

台形 (低 砂粒多 ○ ○ ○ 褐灰色 やや不良 土師質 2下

台形 円 砂粒多 Э ○ ① 淡貢褐色 良 煩層

合形 砂粒宅 0 淡燈色 良 須意雪

台形 砂粒多 ○ ○ 淡燈褐色 良 須恵質

台形 砂粒多 Э ① 淡燈褐色 良 須層

合形 砂粒含 0 0 淡燈掲色 里 須意暫

台形 砂粒多 ○ 淡灰白色 やや不良 土師質 裏面摩滅著 しt

台形 円 砂粒含 ○ ① 淡燈褐色 良 須恵 外面赤彩

合形 有 砂粒多 0 0 衆褐色 長 上BHj暫

台形 有 砂粒多 ○ ○ O 赤褐色 良 土師質

合形 砂粒多 Э ○ 淡赤褐色 良 土団

円 有 砂粒含 0 の ○ 淡燈褐色 良 土師暫 外面続ナデ状

台形 円 有 砂粒多 ○ ○ 淡赤褐色 良 土師質

台形 有 砂粒多 Э ○ ○ 赤褐色 良 土師

合影 有 砂粒含 0 Э ○ 淡橿褐色 良 土師暫

台形 ○ ○ 淡橙褐色 良 土師質

台形 円 砂粒多 〇 Э ○ 淡橿褐色 良 土師

台形 砂粒与 0 の ○ 淡橿褐& 良 上師暫

台形 ○ ○ 淡橙褐色 良 土師質

〇 Э 淡橿褐色 良 土師
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鷹図番号 出土遺構
法 量

外面 1次調整 外面 2次調整 内面調整
日径 底 径

115-3 仲津山古墳 B種ヨコハケ ナ デ

116-4 仲津山古墳 (,氏 )258 タテハケフ条/cm B種 ヨコハケ8条/cm ユビナデ
115-5 伸津山古 1蒼 (底)270 B種 ヨコハケ8条/cm タテ・ナナメハケ、ユビナデ

115-6 仲津山古墳 (″ぞ)25 8 ナ デ ユビナデ ヘラケズリ
115-7 伸津山古墳 (底)260 タテハケ6条/cm タテハケ

115-3 伸津山古墳 (底)290 タテハケ14条 /cm ユビナデ

115-9 仲津山古墳
`虞

)230 タテハケ8隻/cm ユビナデ

115-10 伸津山古墳 (底)324 タテハケ9条/cn B種 ヨコハケ 13条/cm タテハケ、ユビナデ

115-11 仲津山古壇 (l‐A)30 0 タテハケ
115-12 仲津山古墳 (腰こうつ60 ナ デ ユビナデ

115-13 伸津山古墳 (,巨 )258 クテハケ5条/cm タテ・ナナメハケ
115-14 f中津山古墳 (FA)414 タテハケ12条 /cm ヨコハケ5条/cm ヨコハケ、ナデ

115-15 仲津山古墳 (「A~Ⅲ 248 タテンヽケ0隻/cm タテ・ ナナメハケ

115-16 仲津山古墳 (,巨 )328 タテハケ 10条 /em ユピナデ
115-17 仲津山古墳 0底)274 タテハケ8条/cm ナデ。オサエ

115-18 In滋山古盾 (たてⅢ270 ク テ ケ 10条/ ユビナデ

115-19 仲津山古墳 (死互,266 タテハケ11条/cm ユビナデ
115-20 仲津山古墳 0頁)256 タテハケ8条/cm ユ ビナデ・ オサエ

115-21 仲鷺山古盾 (底う268 タ テ ケ9条 /cm ユビナデ。オサエ

115-22 伸津山百墳 (,氏 ,240 タテハケ8条/cm ユビナデ。オサエ

115-23 仲津山古墳 (底)209 タテハケ6条/em タテ・ナナメハケ
115-24 仲津山古嬉 (底)286 ク テ ケ 粗 t ヘラナデ

115-25 仲津出盲墳 (底)352 タテ ケヽ8条/cm B種 ヨコハケ8条/cm ナナメハケ
115-26 仲津山古墳 (底 )286 タテハケ12条/cm ヨコハケ12条/cm タテハケ
115-27 仲津山古増 タ テ ケヽ 7条/cm B種 ヨコハケ 10条/cm クテハケ
115-28 仲津山古墳 タテハケ
115-29 仲津山古墳 タテハケ クテンヽケ

115-30 仲津山古塔 B種 ヨコハケ
115-31 仲津山古墳 (底)250 タテハケ B種ヨコハケ タテハケ
115-32 仲津山古墳 タテハケ B種ヨコハケ
115-33 仲津山古塘 0震)304 タ テ ケヽ B種 ヨコハケ タテハケ
117-1 仲津山古墳 ユビナデ ユビナデ

117-2 陣津山古墳 タテハケ7～ 8条/cm ユ ビナデ

117-3 l■津山古墳 タ テ ケヽ5条/ B種ヨコハケ5～ 6条 /cm タテ・ナナメハケ
117-4 仲津山古墳 ユビナデ ユピナデ

120-1 御曹司塚古墳 (日 )420 タテハケ9～ 10条/cm ヨコハケ、ユビナデ

120-2 仙曹司壕古墳 タ ケヽ8条/ ユビナデ

120-3 仙曹司塚苦箔 ユビナデ

120-4 側曹司塚古墳 (,巨 ,339 タテハケフ～8条/cm ユ ビナデ

121-1 曲盲司塚古墳 タテハケ5条/cm クテハケ、ユビナデ ,オサエ

121-2 血曹詞塚苦箔 クテハケ ユビナデ・オサエ
121-3 嗣冒司塚苫墳 タテハケ7条/cm ユビナデ・オサエ

124-4 闘曹司塚古墳 タ ケヽ8～ 9条/cm ユ ビナデ

122-1 胸曹司塚苦箔 ユビナデ

122-2 岡冒司塚苫墳 タテハケ5条/cm ユビナデ

122-3 御菅司塚古墳 タテハケ6条/cm タテ ケヽ・ユピナデ
122-4 胸曹司塚苦箔 クテハケ6～ア条/cm ユビナデ

122-5 圃冒司塚古墳 タテハケ5条/cm ユビナデ

123-1 御曹司塚古墳 ヨコハケ7～ 8集/cm タテハケ、ユビナデ・オサエ

123-2 絢曹司域古箔 ユビナデ・オサエ

123-3 闘冒司塚古墳 ヨコハケ8～ 9条/cm ユビナデ・オサエ

123-4 御盲司塚古墳 ケ5条/cm タテハケ、ユビナデ。オサエ

土節の里 3号措 o2号 (日 )524 ナナメハケ ヨコ・ナチメハケ、ユビオサエ

126-2 土師の里 3号墳。1号 (日

'510
唐面 :タ テハケ、ユ ビナデ、円筒部〔タテハケ8cm条 /c, ユビ・ヘラナデ

127-1 上師の里 3号墳。1号 盾面:タテ・ナナメハケメ、円筒部:ナナメハケ 盾面 :ユ ピナデ・オサエ、円筒部 :ユ ビナデ・オサエ

127-2 土舗の里 3暑箔・1丹

`口

Ⅲ206 ナナメハケ5条/cm ナナメハケ、ユビナデ。オサエ

127-3 上師の里 3号墳。1号 (日 ,553 タテハケ B種 ヨコハケ3～ 11条 /cm ヨコハケ、ユビナデ。オサエ

128-1 土師の里 3号墳。2号 ヨコ・タテハケ ユビナデ 。オサエ

128-2 上師の里 3号措。2号 (口 )394 ヨヨハケ、ユビナデ。オサエ

128-3 土師の里3号墳・2号 (底)159 タテヘラナデ ユビナデ・オサエ

128-4 上師の里 3号墳。2号 (日 )453 タテ・ナナメハケ B種 ヨコハケ 10条/cm タテ・ナナメハケ、ユヒナデ。オサエ

128-5 土師の里 3号塔。3号 (口 )406 (底)296 タテハケ ユビナデ。オサエ

129-1 土師の里3号墳・3号 盾面 :タ テハケ、円筒部 :タ テハケ 盾面 :ユ ビナデ・ オサエ

129-2 土師の里 3号墳。3号 (日 )364 B種 ヨコハケ8～9条/cR タテハケ、ユビナデ
129-3 上師の里 3号措。3号 (口 )408 (底)302 クテハケ ユビ ,ヘラナデ

130-1 土師の里6号墳 ハケ、ヘラナデ ユビナデ
130-p 土師の里 6号墳 ケヽ、ヘラナデ ユビナデ

131-1 土師の里 6号措 ユビナデ、直弧支 ユビナデ。オサエ

131-2 土師の里6号墳 ユビナデ ユビナデ

131-3 土師の里 6号墳 ケヽ、網代文 ハケ、ユビナデ

131-4 土師の里 6号塔 ケヽ ユビナデ、直弧支、絡杉支 ユビナテ

133-1 上師の里 1号墳 (底)200 ナナメハケ10条 /cm ユピナデ

第 3表 埴輪観察表③
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突 帯 透孔 黒斑 胎土    1岳 石 1石葉 |チ ャー ト1金雲畳 クサ リ穆 色 調 焼 成 質 備 考 実測番号

砂粒含 ① ○ ○ 淡橙褐色 やや不良 土師質 衣蓋笠部 外面赤彩
砂粒多 ○ ○ ① 淡橙褐色 艮 土師賞

砂粒多 0 ω Э 種褐色 良 土師燈

台形 砂粒多 ○ ○ ○ 0 泰幣洛停 やや不良 土舗暫

砂粒多 Э 0 0 淡茶褐色 艮 土師貿

台形 砂粁宅 0 つ Э 良

台形 有 砂粒多 ○ ○ ○ 繕摺争 虔 土宮F官

台形 砂粒多 O ① 艮 土日耳賞

0 0 Э 良 上団

台形 百 砂粒多 ○ ○ の 躇褐色 良 土節雪

砂粒多 ○ O ① 0 ① 良 土師質

台 形 FE 砂粒合 ⑥ Э ○ 淡橙褐色 やや不良 土師 f

砂粒多 ○ ○ ○ D 障褐a 農 土師瞥

有 砂粒多 ① ① 0 淡橙褐色 良 土師質

砂粒宅 〇 Э 淡橙褐色 良 土師質

有 砂粒多 ○ ○ Э 睦褐負 良 土師暫

台形 砂粒含 ① 0 淡橙褐色 良 土師質

右 砂粒宅 ○ ○ Э 橙褐色 良 土R耳岳

砂粒含 O 0 つ 怪褐色 良 土 BFl管

有 砂粒多 ① D ○ 橙褐色 良 土師質

有 砂粒宅、小石含 ○ 〇 O 橿褐色 やや不良 土師多

台 形 砂粒多 0 0 淡経褐色 やや不良 土師暫

砂粒多 0 ① D 橙褐色 良 土師質

砂粒含 Э ○ 〇 澄褐色 艮 土師質

台 形 長 方 砂粒含 の 0 う 淡橙褐色 良 土師管 外面赤彩

砂粒含 0 ① ○ 橙褐色 良 土師質 朝顔形

合形 砂粒含 Э ○ ○ 橙褐色 艮 土師賀

砂粒含 D 0 の 橙褐色 良 土師管

砂粒含 0 ① ○ 橙褐色 良 土師質

合形 砂粒含 Э ○ ○ 橙褐色 艮 土師質

台形 砂粒含 つ ω 橙褐色 良 土師暫

砂粒含 0 ○ 橙褐色 良 土師質 外面赤彩 4

砂粒含 Э O ○ 橙褐色 艮 土日F賀 外面赤彩

砂粒含 つ 0 0 経褐色 良 土含F管 有黒斑 1

砂粒含 0 O 橙褐色 良 土師質 朝顔形、外面赤彩 2

台形 日 砂粒多 O ○ ○ 灰自色 艮 須恵賀

台形 砂粒多 つ ω 0 灰白色 良 須恵渠

台形 砂粒多 0 ○ ○ 灰白色 良 須恵質 5

合形 砂粒写 ○ 〇 ○ 灰自色 艮 須恵賞

台形 砂粒含 0 0 灰 白色 良 須恵 [

台形 砂粒含 ① 灰 白色 良 須恵質 9

台 形 砂粒含 ○ ○ ○ ○ 灰 自色 艮 須恵負 2

台 形 砂粒多 0 0 0 灰 白色 良 須恵暫

台形 砂粒多 ① ① O 灰 白色 良 須恵質 5

台 形 砂粒含 〇 O 灰自色 艮 須恵贅 6

三角形 砂新合 ④ の の 灰 白色 礎 須恵 [

台形 砂粒含 ① ○ ○ 灰白色 蔦 箱東壇 11

三角形 砂粒含 灰自色 艮 須恵賀 1

台形 砂Ill合 0 0 の Э 灰白色 良 須 | 8

台 形 砂粒含 ① 〇 ○ ○ 灰白t・ 喜 須京壇

台形 砂粒含 灰 自色 艮 須恵賀 3

砂締合 0 0 灰 白色 良 須恵質 13

砂粒多 ○ ○ ○ D 湊烙御 農 土節宮 朝顔形

台 形 円 砂粒 ○ 9 赤褐色 艮 土師賞 盾形

砂粒宅 0 ○ Э 港 色 良 土師 盾形 (石見型 )

台 形 円 砂粒含 ○ 搭fb 農 土 t而壇

台 形 円 砂粒多 Э 淡茶褐色 艮 須恵贅 日縁部下ヘラ描

砂新宅 0 ○ Э 淡燈褐色 里 須恵 衣蓋形、衣蓋部内面赤彩

台形 円 砂粒多 ○ ○ 湊灰掲伸 不皇 土 t而壇

円 0 贋褐色 艮 土師贅 形象基部 205

台形 円 砂粒多 の 0 匿褐色 里 土師壇

台形 長 円 砂粒含 ○ 淡赤褐色 良 須煮留

円 砂粒g ○ 〇 隆褐色 艮 土師賀 盾形 (石見型 )

台形 円 砂粒含 つ 筐色 良 須恵雪

1形 長 円 ○ ○ 淡燈褐色 良 土師盲 庚部ユ ビオサエ痛 (1/2径で2箇所う 2

砂粒宅 ○ 赤褐色 艮 土師質 外面赤彩、錫胴部

砂新宅 ① 褐色 良 上師質 鶏形

砂粒含 ○ O 淡赤褐色 良 土師暫 大刀 IIE菌

砂粒写 ○ 淡赤褐色 艮 土師質 鶏頭部

V1/N粁宅 ○ 暗茶褐色 良 土 師

砂粒含 ○ 淡赤褐色 良 土節暫 鋭 形

合形 砂粒多 ○ 淡赤褐色 やや不艮 須恵賀
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弱図番手 遺構 棺構成部位 法量
外面調整

1次 2次

-1 I区・墓4 棺 身 (高)500 クテハケ B種 ヨコハケ

41--2 I区 。墓5 南小日部 タテハケ B種 ヨコハケ

4 ―-3 I区 。墓5 南小日部 (底)168 タテハケ B種 ヨコハケ

41--4 I区・墓5 南小口部 クテハケ B種 ヨコハケ

4 ―-5 I区・ 墓 5 棺身 (口 )225(底 )185(高 )470 タテハケ B種 ヨコハケ

42--1 I区・墓2 棺身 (日 )575(底 )625(高 )1620 タテハケ B種 ヨヨハケ

42--2 I区・墓2 西小口部 (口 )650 タテハケ

42--3 I区・ 墓2 棺身透孔閉塞 タテハケ B種 (?)ヨ ヨハケ

43--1 I区・墓23 掘方底上 (口 )530 タテハケ B種 ヨコハケ

43-2 I区・ 墓23 掘方内 (日 )470 タテハケ B種 ヨコハケ

43--3 I区・ 墓23 南小回部 (口 )526(高 )164 ヽヶ

43--4 I区・ 墓23 北小口部 (日 )546 ケヽ、ユビナデ

43--5 I区・ 墓23 掘方内 (底)470 クテハケ B種 ヨコハケ

44--1 I区・ 墓27 棺身
円筒部 :(国 )250(底 )320(高 )1140 タテハケ B種 ヨヨハケ

盾面 :(最大幅)530(長 )63～ ケヽ、鋸歯文

44--2 I区・ 墓27 西小日部 B種 ヨコハケ

45--1 ■区・ 墓28 西小回部 (国 )490 ケヽ

45--2 Ⅱ区・ 墓28 東小口部 (口 )467 ヽケ

45--3 Ⅱ区・墓28 東棺身透孔閉塞 (口)260 タテハケ

45--4 I区・ 墓28 東小口部 (底)177 クテハケ

46--1 I区・ 墓 28 西棺身
円筒部 :(国 )460 タテハケ ヨコハケ

盾面 :(最大幅)445(長 )637 ケヽ、鋸歯・菱形繋文

46--2 I区・ 墓28 東棺身
円筒部 t(口 )460 クテハケ ヨコハケ

盾面 :(最大幅)395(長 )640 ケヽ、鋸歯 。菱形繋文

47--1 Ⅱ区・墓30 棺身 (口 )615(底 )620(高 )1220 クテハケ B種 ヨコハケ

47--2 Ⅱ区・墓30 棺内東側 (日 )294 タテハケ B種 ヨコハケ

47--3 Ⅱ区・墓30 棺内東側 タテハケ B種 ヨコハケ

48--1 Ⅱ区・墓31 棺身 (口 )282(底 )262(高 )475 クテハケ B種 ヨコハケ、ヘラナデ

48--2 Ⅱ区・墓34 北棺身 (底)385 クテハケ ヨコハケ

48--3 Ⅱ区・墓34 南棺身 クテハケ ユビナデ

49--1 Ⅱ区・墓35 棺身 (底)277 クテハケ B種 ヨコハケ

51--1 Ⅱ区・墓36 束棺身 クテハケ B種 ヨコハケ

51--2 Ⅱ区・ 墓36 西棺身 (口 )628 クテハケ B種 ヨコハケ

51--3 Ⅱ区・墓36 東棺身 (口 )600 クテハケ B種 ヨコハケ

52--1 Ⅱ区・墓29 西小口部 基部 :(底)430 ＼ケ

52--2 Ⅱ区・ 墓 29 西小回部 (底)460 タテハケ B種 ヨコハケ

52--3 Ⅱ区・ 墓29 棺身 (底)500 クテハケ B種 ヨコハケ

53--1 Ⅲ区・ 円筒棺1 棺身 (口 )670(底 )428(高 )1410 クテハケ B種 ヨコハケ

53--2 Ⅲ区・ 円筒棺1 (棺上副葬品) ユビナデ

54--1 Ⅲ区・ 円筒棺2 北西小日部 (口 )527 タテハケ A種 ヨコハケ

54-2 Ⅲ区・円筒棺2 北西小□部 タテハケ ヨコハケ

54-3 Ⅲ区・ 円筒棺2 南東小田部 (口 )287 タテハケ

55--1 Ⅲ区 。円筒棺2 北西棺身 ナナメハケ B種 ヨコハケ

55--2 Ⅲ区 。円筒棺2 南東棺身 (口 )655 タテハケ A種 ヨコハケ

57--1 Ⅲ区 。円筒棺3 北 。南小回部 (回 )605 タテハケ B種 ヨコハケ

57--2 Ⅲ区・円筒棺3 南棺身 (口 )515(底 )443(高 )1518 タテハケ B種 ヨコハケ

58--1 Ⅲ区 。円筒棺4 棺身 (口 )463 タテハケ B種 ヨコハケ

58--2 Ⅲ区 。円筒棺4 南西小口部 (口 )473 タテハケ B種 ヨコハケ

58--3 皿区 。円筒棺4 北東小日部 タテハケ B種 ヨコハケ

58--4 Ⅲ区・ 円筒棺4 南西小口部 タテハケ B種 ヨコハケ

59--1 Ⅲ区 。円筒棺5 南小□部 ヨコハケ

59--2 Ⅲ区 。円筒棺5 棺身隙間下 タテハケ B種 ヨコハケ

59--3 皿区 。円筒棺5 南棺身 (口 )419(底 )252(高 )676 タテハケ B種 ヨコハケ

59--4 Ⅲ区 。円筒棺5 棺身隙間下 (口 )374 タテハケ ヘラナデ

59--5 Ⅲ区 。円筒棺5 棺身隙間下 タテハケ B種 (?)ヨ コハケ

59--6 Ⅲ区・ 円筒棺5 棺身隙間下 タテハケ ヘラナデ

第 4表 埴輪棺墓構成埴輪観察表①
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内面調整 突帯 透孔 焼成 色調 備 考

ヨコハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 灰白色 ヘラ描、有黒斑

タテ・ ヨコハケ 台形 円形 やや不良 黄橙色

タテハケ、ユビナデ 台形 良好 橙色

タテハケ 台形 円形 良好 淡赤褐色

ヨコハケ 台形 円形 良好 淡赤褐色

クテハケ、 ヨコナデ 台形 円形 良好 褐灰色

(剥離のため不明) 良好 赤褐色 朝顔形

(剥離のため不明) 台形 円形 良好 黄種色

ナナメハケ 台形 円形 良好 淡黄橙色

ユビナデ 台形 良好 淡褐灰色

ユビナデ 良好 橙色 笠形(専用棺)

ハケ、ユビナデ 良好 橙色 笠形(専用棺)

ユビナデ 台形 円形 良好 淡橙色

台形 円形 良好
黄橙色 盾形

ユビナデ

ユビナデ 台形 円形 良好 黄橙色 ヘラ描

ハケ、ユビナデ 良好 橙色 朝顔形

ハケ、ユビナデ 良好 橙色 朝顔形

ユビナデ 台形 やや不良 橙色 ヘラ描

ユビナデ 台形(低 ) 円形 やや不良 淡黄色

ヨコハケ、ユビナデ 台形 円形 良好
黄橙色 盾形

ヨコハケ、ユビナデ

ヨコハケ、ユビナデ 台形 円形 良好
黄橙色 盾形

ヨコハケ、ユどナデ

ヨコハケ、ユビナデ 台形 良好 橙色 専用棺

タテハケ 合形 やや不良 橙色 枕 ?

クテハケ 台形 円形 やや不良 橙色 枕 ?

ヘラナデ、ユビナデ 台形 円形 良好 赤褐色 ヘラ描、有黒斑

タテハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 橙色 有黒斑

ナナメハケ、ユビナデ 台形 長方形 良好 橙色 有黒斑

ユビナデ 台。三角形 円形 良好 橙色 有黒斑

ユビナデ 台形 円形 良好 橙色

ナナメハケ、ユビナデ 台形 長円形 良好 黄橙色

ユビナデ 台形 良好 橙色 ヘラ描

ケヽ、ユビナデ 良好 橙色 衣蓋形、外面赤彩

ユビナデ 台形 円形 良好 橙色

ナナメハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 橙色

ヘラナデ、ユビナデ・ オサエ M字・台形 円形 良好 灰黄色

ユビナデ 良好 淡褐色 鶏形(頭部)、 副葬品

ヨコハケ 良好 赤褐色 朝顔形

ヨコハケ、ユビナデ 台形 良好 赤褐色 朝顔形、有黒斑

ヨコハケ、ユビナデ・ オサエ 台形 円形 良好 赤褐色 有黒斑

ヨコハケ 台形 良好 淡赤褐色 有黒斑

ヨコハケ、ユビナデ 台形 良好 淡黄褐色 有黒斑

ヨコハケ、ユビナデ M字形 良好 淡褐色

ヨコハケ、ユビナデ・ オサエ M字形 長円形 良好 褐灰色

ヨコハケ、ユビナデ M字形 円形 良好 淡灰黄色

ヨコハケ、ユビナデ 台形 良好 淡灰黄色

ヨコハケ、ユビナデ M字形 円形 良好 淡灰黄色

ヨコハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 淡灰黄色

ユビナデ・ オサエ 良好 淡黄褐色 衣蓋形

ヨコハケ、ユビナデ 。オサエ M字形 円形 良好 淡灰褐色 有黒斑

ヨコハケ、ユビナデ 。オサエ 台形 円形 良好 淡灰責色 有黒斑

タテ・ ヨコハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 淡灰黄色 有黒斑

ヨコハケ、ヘラ・ ユビナデ M字形 円形 良好 淡黄褐色 有黒斑

ヨコハケ M字形 円形 良好 淡灰褐色 有黒斑
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講図番兵 遺構 棺構成部位 法量
外面調整

1次 2次

59--7 Ⅲ区・円筒棺5 北棺身 (底)237 タテハケ

59--8 肛区 。円筒棺5 北棺身 タテハケ ヘラナデ

61--1 Ⅲ区・円筒棺6 棺身 (底)430 タテハケ B種 ヨコハケ

61--2 肛区・円筒棺6 北小口部 (口 )503 ナナメ ケ

62--1 肛区 。円筒棺7 北棺身 (□ )305 タテハケ B種 ヨコハケ

62--2 肛区・円筒棺7 南棺身 タテハケ ヨコハケ

62--3 肛区 。円筒棺7 北棺身下 タテハケ B種 ヨコハケ

63--1 肛区 。円筒棺8 棺 身 タテハケ B種 ヨコハケ

64--1 肛区 。円筒棺9 中央棺身 (口 )42,7(底 )433(高 )924 タテハケ B種 ヨコハケ

64--2 肛区 。円筒棺9 北棺身 (口 )428(底 )263(高 )643 タテハケ B種 ヨコハケ

64--3 肛区 。円筒棺9 南棺身 (回 )411 タテハケ B種 ヨコハケ

65--1 皿区 。円筒棺 0 中央棺身 (j氏 )311 タテハケ B種 ヨコハケ

65--2 皿区 。円筒棺 0 南棺身 (底)371 タテハケ B(C)種 ヨコハケ

67-1 Ⅳ区 。円筒棺 棺身透孔閉塞 ? タテハケ B種 ヨコハケ

67-2 Ⅳ区 。円筒棺 棺身透孔閉塞 ? B種 ヨコハケ

67-3 Ⅳ区 。円筒棺 棺身透孔閉塞 ? (底)313 タテハケ B種 ヨコハケ

67-4 Ⅳ区 。円筒棺 棺身透孔閉塞 ? タテハケ B種 ヨコハケ

67-5 Ⅳ区・円筒棺 南小田部 タテハケ A種 ヨコハケ

68-1 Ⅳ区・円筒棺 棺 身 (口 )594 ナナメハケ B種 ヨコハケ

69-1 Ⅳ区・円筒棺2 西小田部 (口 )625 タテハケ B種 ヨコハケ

69-2 Ⅳ区・円筒棺2 棺身透孔閉塞 ? タテハケ ヨ コハ ケ

69-3 Ⅳ区・円筒棺2 棺身透孔閉塞 ? (口 )452 B種 ヨコハケ

70-1 Ⅳ区 。円筒棺2 東小田部 (口 )910 ナナメハケ ヨ コ ハ ケ

70-2 Ⅳ区 。円筒棺2 東棺身 (底)500 タテハケ B種 ヨコハケ

70-3 Ⅳ区 。円筒棺2 西棺身 (口 )586 タテハケ B種 ヨコハケ

71-1 Ⅳ区 。円筒棺3 棺身 タテハケ B種 ヨコハケ

71-2 Ⅳ区 。円筒棺3 棺身透孔閉塞 ? B種 ヨコハケ

71-3 Ⅳ区 。円筒棺3 棺身透孔閉塞 ? (底)413 タテハケ B種 ヨコハケ

72-1 Ⅳ区 。円筒棺4 棺身透孔閉塞 ? タテハケ B種 ヨコハケ

72-2 Ⅳ区 。円筒棺4 西棺身 B種 ヨコハケ

72-3 Ⅳ区・円筒棺4 東棺身 (回 )426 B種 ヨコハケ

72-4 Ⅳ区 。円筒棺4 中央棺身(あ るいは棺身透孔閉塞) タテハケ B種 ヨコハケ

74-1 Ⅳ区 。円筒棺5 西小口部 口 タテハケ B種 ヨコハケ

74-2 Ⅳ区 。円筒棺5 棺身 底 タテハケ B種 ヨコハケ

75-1 V区・埴輪棺墓 1 北棺身 底 タテハケ ヨコハケ

75-2 V区・埴輪棺墓1 南棺身 □ タテハケ B種 ヨコハケ

75-3 V区・ 埴輪棺墓 1 南棺身 タテハケ B種 ヨコハケ

75-4 V区・埴輪棺墓1 北棺身 (底)456 タテハケ B種 ヨコハケ

76-1 V区・ 埴輸棺墓 1 北棺身透孔閉塞 ? タテハケ B種 ヨコハケ

76-2 V区・埴輪棺墓1 北棺身 タテハケ B種 ヨコハケ

76-3 V区・埴輪棺墓 1 北棺身透孔閉塞 ? タテハケ B種 ヨコハケ

76-4 V区・埴輪棺墓ユ南小口部 タテハケ B種 ヨコハケ

76-5 V区・埴輪棺墓 1 南小日部 ユビナデ

76-6 V区・埴輪棺墓1 南棺身 タテハケ B種 ヨコハケ

77-1 V区・埴輪棺墓2 南西側辺 ユビナデ

77-2 V区・埴輪棺墓2 南東小口部 ケヽ

77-3 V区・埴輪棺墓2 北東側辺 ケヽ

77-4 V区・埴輪棺墓2 北東側辺 ハ ケ

77-5 V区・埴輪棺墓2 北東側辺 ユビナデ

77-6 V区 。埴輪棺墓2 ユビナデ

77-7 V区 。埴輪棺墓2 ケヽ

78-1 V区 。埴輪棺墓2 北東側辺 ケヽ

78-2 V区 。埴輪棺墓2 北西小口部 ケヽ

78-3 V区 。埴輪棺墓2 北東側辺 ケヽ

78-4 V区 。埴輪棺墓2 北東側辺 ユビナデ

78-5 V区 。埴輪棺墓2 北東側辺 ユビナデ

78-6 V区 。埴輪棺墓2 北東側辺 ケヽ、ナデ

埴輪棺墓構成埴輪観察表②
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内面調整 突帯 透孔 焼成 色調 備 考

タテハケ、ユビナデ M字形 良好 淡黄褐色 有黒斑

タテ・ ヨコハケ、ユビナデ 台形 良好 淡灰責色 有黒斑

タテハケ、ユビナデ 台形 円形 やや不良 淡黄灰色

タテ・ ヨコハケ 良好 淡黄灰色 笠形(専用棺)

ヨコハケ、ユビナデ M字形 良好 淡赤褐色

ヨコハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 淡黄灰色

ユビナデ 台形 円形 良好 淡黄灰色 朝顔形

ヨコハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 淡赤褐色 朝顔形、有黒斑、ヘラ描

タテ・ ヨコハケ、ユビナデ・ オサエ 台形 円形 良好 淡黄灰色

ヨコ・ナナメハケ、ユビナデ。オサエ M字・台形 円形 良好 淡黄灰色

ユビナデ 。オサエ M字形 円形 良好 淡灰黄色 ヘラ描

タテハケ、ユビナデ・ オサエ 合形 半円形 良好 淡褐色 有黒斑

ヘラナデ、ユビナデ 。オサエ 台形 半円形 良好 淡灰黄色 外面赤彩

ヨコハケ、ユビナデ 。オサエ M字形 良好 淡橙褐色

ヨコハケ、ユビナデ・ オサエ 台形 やや不良 淡黄褐色

ヨコ・ ナナメハケ、ユビオサエ M字形 良好 淡橙褐色

ヨコハケ、ユビナデ 。オサエ M字形 円形 良好 淡橙褐色

ナナメハケ、ユビナデ M字形 良好 橙褐色

ユビナデ M字・台形 良好 淡橙褐色 ヘラ描

タテハケ、ユビ・ ヘラナデ 合形 円形 やや不良 黄褐色 ヘラ描

タテハケ、ユビナデ 良好 暗褐色 朝顔形

ユビナデ 。オサエ M字・台形 良好 橙褐色

ナナメハケ、ユビナデ 良好 暗褐色 朝顔形

タテハケ、ユビナデ M字形 円形 やや不良 淡責褐色

ユビナデ M字形 円形 良好 淡橙褐色 ヘラ描

ヨコ・ ナナメハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 淡灰褐色 ヘラ描(乗馬人物)

ユビナデ M字形 良好 灰色 内外面赤彩(?)

ユビナデ 。オサエ M字形 円形 良好 橙褐色

ヨコハケ、ユビオサエ。ナデ M字形 良好 橙褐色 外面赤彩

ユビナデ M字形 円形 良好 淡橙褐色 ヘラ描

ユビナデ 台形 良好 淡赤褐色

ヨコハケ、ユビナデ・ オサエ M字形 良好 橙褐色

ナナメハケ、ユビナデ 。オサエ M字形 円形 良好 淡橙褐色 外面赤彩

ユビナデ M字形 円形 良好 淡橙褐色

ヨコ・ タテハケ、ユビナデ 台形 良好 淡黄褐色 ヨコハケ不明瞭、ヘラ描

タテ・ ナナメハケ、ユビナデ・オサエ M字形 良好 淡赤褐色 須意質

ナナメハケ、ユビナデ・ オサエ 台形 円形 やや不良 淡黄褐色

ナナメハケ、ユビナデ 合形 円形 良好 茶褐色 須恵質

ヨコハケ、ヘラ・ユビナデ 台形 円形 良好 淡橙褐色

ユビナデ 台形 良好 淡橙褐色

ユビナデ 台形 良好 淡赤褐色 須恵質

ユビナデ M字形 良好 淡橙褐色 須恵質

ヨコハケ、ユどナデ 台形 良好 淡橙褐色 須恵質

ナナメハケ、ユビナデ 台形 円形 良好 淡赤褐色 須恵質

ユビナデ 良好 赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 淡橙褐色 囲形

ユビナデ 良好 赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 淡赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 淡赤褐色 囲形

ユビナテ 良好 淡赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 淡赤褐色 図形

ユビナデ 良好 淡赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 淡赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 淡赤褐色 囲形

ユビナデ 良好 淡赤褐色 囲形
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付 盾塚、鞍塚古墳ほか出土埴輪の胎土分析
一X線回析試験及び化学分析試験―

(株)第四紀 地質研究所 井上 巌
1 実験条件
1-1 試料
分析に供した試料は第 5表に示す通りである。X線回析試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥した

のちにメノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に供した。化学分析は埴輪をダイヤモンドカッター

で小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコーテングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内

に挿入し、分析した。

と-2 X線 回析試験
埴輪胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回析試験によった。測定には日本電子製

」DX-8020X線回析装置を用い、次ぎの実験条件で実験した。
TargetiCu,FilteriNi,Voltage:40kV,Currenti30m A,ス テップ角度 :0.02°  計数時間 :0.5秒
1-3 化学分析
元素分析は日本電子製5300 L V型電子顕微鏡に2001型 エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセット

し、実験条件は加速電圧 :15k V、 分析法 :ス プリント法、分析倍率 :200倍、分析有効時間 :100秒、

分析指数10元素で行った。

2 X線回析試験結果の取扱い

実験結果は第 5表に示す通りである。第5表右側にはX線回析試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物

の組織が示してあり、左側には、各胎土に対する分類を行った結果を示している。X線回析試験結果

に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現れる各鉱物に特有のピー

クの強度を記載したものである。電子顕微鏡によって得られたガラス量とX線回析試験で得られたム

ライト (Mullite)、 クリストバライト (Cristobalite)等の組成上の組合せとによって焼成ランクを決

定した。

2-1 組成分析
1)Mont―Mica―Hb三角ダイアグラム

第151図に示すように三角ダイアグラムを 1～ 13に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎

上の位置を数字で表した。Mont、 Mica、 Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれて、

別に検討した。三角ダイアグラムはモンモリロナイト (Mont)、 雲母類 (K/1ikめ、角閃石 (Hb)の
X線回析試験におけるチャートのピーク強度をパーセント (%)で表示する。モンモリロナイトは

Mont/mOntttMica+Hb*100でパーセントとして求め、同様にMika,Hbも計算し、三角ダイヤグラ

ムに記載する。三角ダイヤグラム内の 1～ 4は Mont、 Mka、 Hbの 3成分を含み、各辺は2成分、各

頂点は1成分よりなっていることを表している。位置分類についての基本原則は第151図 に示す通り

である。

2)Mont― Ch,Mika― Hb菱形ダイアグラム

第152図に示すように菱形ダイヤグラムを 1～ 19に区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能
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は20と して別に検討した。モンモリロナイ ト (Mont)、 雲母類 (Mika)、 角閃石 (Hb)、 緑泥石 (C

h)の 内、a)3成 分以上含まれない、 b)Mont、 chの 2成分が含まれない、 C)Mica、 Hbの 2成

分が含まれない、の 3例がある。菱形ダイヤグラムはMOnt― Ch、 Mika―Hbの組合せを表示するもの

である。Mont― Ch、 Mika― HbのそれぞれのX線回析試験のチャー トの強度を各々の組合せ毎にパー

セントで表すもので、例えば、Mont/Monttt Ch*100と 計算し、Mica、 Hb、 飢 各々同様に計算 し、

記載する。菱形ダイヤグラム内にある 1～ 7は Mont、 Mika、 Hb、 Chの 4成分を含み、各辺はMont、

Mika_Hb、 飢 にうち 3成分、各頂点は 2成分を含んでいることを示す。位置分類についての基本原

則は第152図に示す通りである。

3)化 学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物としてノーマル法 (10元素全体で100%に なる)で計算 し、化学分析表を作

成 した。これに基づいて第153～155図の各図を作成し、埴輪を元素の面から分類 した。

3 X線回析試験結果
3-1 タイプ分類
第 5表には盾塚古墳、仲津山古墳、鞍塚古墳、

第 7表に示すように埴輪胎土はA～ Fの 6タ イ

誉田御廟山古墳から出土した埴輪が記載してある。

プに分類された。

Bタ イプ

Cタ イプ

Dタ イプ

Eタ イプ

Aタ イプ :Mont,Mika,Hb,Chの 4成分を含む。

Hbl成分を含み、Mont,Mika,Chの 3成分に欠ける。
Hb,鋭の 2成分を含み、Mont,Mikaの 2成分に欠ける。
Mika,Hb,鋭の 3成分を含み、Montl成分に欠ける。
Mika,Hbの 2成分を含み、Mont,Chの 2成分に欠ける。組成的にはCタ イプと同じであ

るが、検出強度が異なる為に、タイプが異なる。

Fタ イプ :Mont,Mika,Hb,Chの 4成分に欠ける。高温で焼成されているために粘土鉱物は分解 して

ガラスに変質している。

最も多いタイプはFタ イプで、 9個の埴輪が該当する。この 9個の埴輪は鞍塚古墳と誉田御廟山古

墳から出土したもので、焼成温度が高い。仲津山古墳の埴輪はDと Eタ イプに集中し、盾塚古墳の埴

輪はA～ Dタ イプに分散する。

3「 2 石英 (Qt)一斜長石 (Pl)の相関について
埴輪胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘上の材質、埴輪の焼成温度と大きな関わりがあ

る。埴輪を製作する過程で、ある粘土にあ卜る量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団

が持つ埴輪製作上の固有の技術であると考えられる。自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜

長石比を有している。この比は後背地の地質条件によって各々異なってくるものであり、言い換えれ

ば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言える。第156図に示すように石英

(Qt)の強度が低い領域から高い領域に向かって 4グループに分類された。

誉田御廟山古墳 :Qtの強度が1500～ 2500、 Plの強度が100～400の領域にあり、 5個の埴輪は集中

する。

鞍塚古墳 :Qtの強度が2000～ 3200、 Plの強度が100～500の領域にあり、 5個の埴輪は集中する。
仲津山古墳 :Qtの強度が2800～ 4000、 Plの強度が200～700の領域にあり、 5個の埴輪は集中する。
盾塚古墳 :Qtの強度が3500～ 5000、 Plの強度が500～800の領域にあり、 4個の埴輪は集中する。
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“その他" :盾塚古墳-1は盾塚古墳のグループに入 らず、Plの強度が高く、異質である。
以上の結果から明らかなように各古墳から出土 した埴輪は明瞭に異なるグループを形成 し、相互の

関連性は薄い。鞍塚古墳と誉田御廟山古墳の埴輪は誉田白鳥窯の須恵質の埴輪の領域に近い。仲津山

古墳と盾塚古墳の埴輪は土師の里窯と誉田白鳥窯の焼成温度の低いタイプの領域にあり、両者がどち

らのものか半1然 としない。

4 化学分析結果
第 6表には、盾塚古墳、仲津山古墳、鞍塚古墳、誉田御廟山古墳から出上 した埴輪が記載してある。

分析結果に基づいて第153～ 155図を作成 した。

4-l Si02_A1203の 本目関について

第153図 に示すようにA― A'線より左側のSi02の 値の低い領域には誉田御廟山古墳と盾塚古墳の埴

輪が集中し、右側Si02の値の高い領域には仲津山古墳と鞍塚古墳が集中する。左側のSi02の値の低

い領域には鞍塚古墳-1と誉田御廟山古墳-19の 2個の埴輪があり、異質である。
4-2 Fe203-MgOの 相関について

第154図 に示すように、A― A'線を境としてK/1gOの値が低い領域には仲津山古墳と盾塚古墳の埴輪

が集中し、�監Oの値が高い領域には鞍塚古墳と誉田御廟山古墳の埴輪が集中する。MgOの値が低い

領域ではさらにF e203の値の高低で仲津山古墳と鞍塚古墳に、h/1gOの 高い領域でもF e2① 3の高低で

盾塚古墳と誉田御廟山古墳とに明瞭にわかれる。盾塚古墳-1と 誉田御廟山古墳-19は F e203の値
が高い領域にあり、異質である。

4-3 K20-CaOの 相関について

第155図 に示すように、A― A'線を境としてCaOの値が低い領域には仲津山古墳と鞍塚古墳、Caoの

値が高い領域には盾塚古墳と誉田御廟山古墳の埴輪が分布する。CaOの値が低い領域の仲津山古墳と

鞍塚古墳の埴輪はさらにK20の値が低い領域の仲津山古墳とK20の値が高い領域の鞍塚古墳の埴輪に

分かれる。CaOの値が高い領域の盾塚古墳と誉田御廟山古墳の埴輪はK20の値が低い領域の盾塚古墳

とK20の値が高い領域の誉田御廟山古墳の埴輪に分かれる。誉田御廟山古墳-16と 19、 仲津山古墳―

8は これらのグループからはなれ、いくぶん異質である。

5 まとめ
1)埴 輪胎土はA～ Fの 6タ イプに分類され、 Fタ イプの 9個は誉田御廟山古墳と鞍塚古墳の高温

焼成の埴輪。仲津山古墳の埴輪はDと Eの 2タ イプ、盾塚古墳の埴輪はA～ Dの 4タ イプに分散する。

土師の里窯と誉田白鳥窯の酸化焔焼成の埴輪はともに類似しており、そのタイプは盾塚古墳と仲津山

古墳のタイプに類似し、分類は難 しい。土師の里窯と誉田白鳥窯の埴輪は組成的に類似 しているため

である。

2)X線 回析試験に基づくQt―Pl相関Qtの強度が低い領域から誉田御廟山古墳、鞍塚古墳、仲
津山古墳、盾塚古墳の各埴輪が明瞭にグループを形成 し、明らかに異なる。盾塚古墳-1は異質であ
る。誉田御廟山古墳と鞍塚古墳の埴輪は誉田白鳥窯の埴輪に近く、仲津山古墳と盾塚古墳は土師の里

窯の埴輪に近いように見受けられるが判然としない。

3)化 学分析結果でも誉田御廟山古墳、鞍塚古墳、仲津山古墳、盾塚古墳の各埴輪は化学組成が異
なり、明瞭に分類される。盾塚古墳-1と誉田御廟山古墳-19の 2個は前記の 4グループとは異なる

組成をしており、異質である。
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料

α

試

Ｎ

フイラ

分類

組成分類 粘土efA物および造岩鉱物
備 考

llo ttMi― Hl Mo Ch MttHセ 4ont Mica Hb Ch(馳 ) h(M寓 Qt Crist /1ulこt X― Fels HanO Kaol サri散

了市古墳群 1 A 1 盾塚■ 5C。 2/4 害窯以i

〒市古墳群 2 B 5 191 盾塚 2 5C・ 2/4 豊窯以言

=市
古墳群 3 C 6 盾塚 3 5C・ 2/4 害窯以烹

子市古墳群 4 D 9 盾塚 4 5C,2/4 害窯以言

〒市古墳群 5 C 6 盾塚 5 5C・ 2/4 害窯以言

丁市古墳群 6 E 7 仲津山 6 5C・ 2/4 害窯以前

〒市古墳群 7 D 9 3715 仲津山 7 5C・ 2/4 多窯以前

〒市古墳群 8 D 7 9 仲津山 8 5C・ 2/ 雪窯以前

子市古墳群 9 E 仲津山 9 5C,2/ 雪窯以菖

デ市古墳群 1( E 7 仲津山 10 5C・ 2/ 雪窯以百

〒市古墳群■1 F 145 112 鞍塚■1 5C,3/ 雪窯以霧

千市古墳群 1 B 5 鞍塚 12 5C・ 3/ 写窯以修

千市古墳群 1 F 14 110 鞍塚 13 5C。 3/ 雪窯以移

年市古墳群■4 F 14 117 鞍塚 14 5C。 3/ 雪窯以修

年市古墳群 1 14 2304 [37 鞍塚 15 5C・ 3/ 多窯以修

学市古墳群 1 F 114 119 誉田御廟山 16 5C・3/ 害窯以τ

年市古墳群 1 F 14 235 117 誉田御廟山■7 5C・ 3/ 雪窯以移

年市古墳群■ F 14 誉田御廟山■8 5C・3/ 害窯以移

年市古墳群■ 14 2085 誉田御 FIB山 ■9 5C・ 3/ 害窯以Z

年市古墳群 2C 14 誉田御廟山 20 5C・ 3/ 害窯以を

MOntiモ ンモ リロナイ ト Mモa:雲母類 Hbi角 閃石 Ch i緑 泥石 (Chi馳  一次反射、Ch Mg 二次反射) Qし :石夫 刊 :斜長石 Chst iク リス トバライ ト
Munte:ム ライ ト K fds カリ長石 Ha10y:ハ ロイサイ ト (aol lカ オリナイ ト P/ritα 黄鉄鉱 Au:普通輝石 Py:紫蘇輝石

第 5表 胎土性状表

試 料 No Nn2( K/1g( 1ヽ2①〔Si02 K20 CaO Ti02 MnO 「e20モ NiO Total 備 考

古市古墳群 1 114 0 13 21 78 55 21 217 064 14ユ U36 1661 U b4 υV υV 盾 塚 l 5C。 2/を 害窯以前

古市古墳群-2 1 37 0 00 1980 6733 227 077 068 0 55 722 000 9999 盾塚 2 5C。 2/∠ 窒 窒 け,前

古市古墳群 3 1 19 0 00 2228 63 17 115 036 083 081 1013 008 10000 盾塚 3 5C。 2/を 害窯以前

古市古増群 4 1 30 0 00 21 00 6379 229 071 068 070 941 012 100 00 盾塚 4 5C・ 2/ゼ 客 室 剪 前

古市古墳群 5 088 000 2333 6036 166 068 085 1119 001 100 00 盾塚 5 5C・ 2/ 害窯以前

古市古墳群 6 090 000 2545 6436 2 05 045 0 71 051 550 008 10001 仲津山 6 5C,2/を 客窯以前

古市古増群 7 072 000 2440 6502 2 24 025 1 05 048 5 65 0 19 10000 仲津山-7 5C・ 2/ 客 室 レ,前

古市古墳群 8 1 98 000 2846 5971 1 88 1 35 086 053 514 0 09 10000 仲津山 8 5C・ 2/∠ 害窯以前

古市古増群 9 048 004 2843 5875 1 96 0 54 1 22 045 793 021 10001 仲津山 9 5C。 2/ 客 室 以 前

古市古墳群■0 1 07 000 2327 3667 1 95 030 089 024 539 020 9998 仲津山 10 5C・ 2/ 害窯以前

古市古墳群 11 078 025 2834 3054 229 038 12 045 570 015 10000 鞍塚 11 5C。 3/1 客窯以後

古市古墳群,12 096 025 2654 3315 2 49 054 051 447 000 9999 鞍塚 12 5C・ 3/4 客 空 υダ修

古市古墳群 -13 073 041 2754 3033 297 058 071 5 61 000 10000 鞍塚 13 5C。 3/4 害窯以後

古市古増群_14 1 37 009 23 14 6772 272 038 029 2 68 023 9999 鞍塚 14 5C,3/4 客窯以後
古市古墳群 15 086 032 〕740 61 75 225 060 057 5 01 0 18 10000 鞍塚 15 5C・ 3/4 客窯以後

古市古墳群 16 259 000 〕003 67 70 5 08 072 030 2 98 0 18 10000 誉田御廟山 16 5C・ 3/4 客窯以後

古市古墳群 17 2 79 039 2505 5936 245 080 098 0 64 749 0 06 10001 誉田御廟山 17 5C。 3/4 客窯以後
古市古墳群 18 150 043 24 91 61 56 242 079 1 05 048 018 10000 誉田御廟山 18 5C・ 3/イ 客 室 以 後
古市古増群 19 051 23 08 5680 1 93 086 157 1280 000 9999 誉田御廟山 19 5C。 3/r 害窯以後
,¬〒亨千韻雪4_9∩ 126 062 を5 12 5976 231 062 077 068 876 011 10001 誉田御廟山 2C 氏 ∩ oR/∠ 客窯以後

第 6表 化学分析表

料

α

試

Ｎ

タイラ

苓覇
備 考

古市古墳群 1 A 盾塚 1 5C。 2/ 害窯以前 中 4J古姥

き市古墳群 2 B 唐塚 2 5C・ 2/ 吾雫以前 中型古 準

古市古墳群 12 B 繊塚 12 5C。 3/ 害窯以後 中型 古ナ

古市古 墳群 3 C 盾塚 3 5C・ 2/ 客窯以前 中型古墳

占市 古増群 5 C 琶塚 5 5C・ 2/ 客窯以前 中型 古墳

古市古墳群 4 D 宵塚 4 5C・ 2/ 客窯以前 中 Tfj古増

古市古墳群 7 D
「中進目 |_7 5C・ 2/ 害窯以前 大型古墳

古市古増群 8 D 陣津 山 8 5C・ 2/ 害窯以前 大型古墳

古市古墳群 6 E 仲津山 6 5C・ 2/ 客窯以 前 大 4j古増

古市古墳群 9 E lHH津 山 9 5C・ 2/ 客 窯以前 大型古墳

古市古墳群 0 E 仲津 山 10 5C・ 2/ 客窯以前 大型古 墳

古市古墳群 F 鞍塚 11 5C・ 3/ 害窯以後 中型古墳

古市古増 群 3 F 駿塚 13 5C。 3/ 害窯以後 中型古 墳

古市古墳群 4 F 綴塚 14 5C。 3/ 客窯以 後 中型古 増

古市古墳 群 5 F 駁塚 15 5C。 3/ 害窯以後 中型古墳
古市古増 群 6 F 誉田御廟 山 6 5C・ 3/ 害窯以後 大型古 墳

古市古墳群 7 F 誉田御 廟 山 7 5C・ 3/ 客窯以後 大 型古 増

古市古墳群 8 F 誉田御廟 山 5C・ 3/ 審 室 以 後 大型古墳
古市古増群 9 F 誉田御廟 山 9 5C・ 3/ 室 室 ウI絡 大 型古墳

客窯以後 大型古増

第 7表 タイプ分類一覧表
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第151図  Mo― Mi― Hb三角ダイヤグラム

第152図  Mo― Ch、 Mi― Hb菱形ダイヤグラム
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ま と

――土師の里遺跡・府営道明寺南住宅地区の古墳時代の調査成果を中心として一一

1 墓域の形成と展開
府営道明寺南住宅地区において埴輪棺墓をはじめ各種の埋葬施設が形成されたことは既に述べてい

る通りである。まずその全容をまとめると、

・ 埴輪棺墓31基 (I区 5基、Ⅱ区 7基、Ⅲ区■基、Ⅳ区 5基、V区 2基、 90-⑤区 1基)
・ 土媛墓 9基 (I区 2基、Ⅱ区 2基、Ⅲ区 4基、V区 1基、)

・ 木棺墓 3基 (I区 2基、V区 1基)

・ 土器棺墓 7基 (1区 4基、Ш区 2基、Ⅳ区 1基)

・ 火葬墓16基 (I区14基、Ⅲ区 1基、Ⅳ区 1基)

となる。そしてこの66基を数える埋葬施設は、 I区 。墓29の 1基を除いて古墳の周濠などに付随 して

形成されたものでないこと、そしてその形成時期が古墳時代～平安時代前半にまで及んでいることも

既述 した。

まずこれらの埋葬施設のうち、構築年代の明らかなものを再確認すると、埴輪棺墓については31基

中 4基で年代を求めることができ、Ⅲ区・ 円筒棺 5(7世紀)、 Ⅲ区・ 円筒棺 6(51野己後葉)、 Ⅲ区・

円筒棺 7(7世紀)、 Ⅳ区・ 円筒棺 4(5世紀末)と なる。埴輪棺墓中の13%で年代比定できたにす
ぎないが、構築時期に幅のあることは確認される。

次いで土媛墓については9基中 4基で年代比定が可能であり、 I区・墓 3(9世 紀後葉)、 I区・

墓 6(7世紀後葉)、 Ⅲ区・土壊墓 3(7世紀前半)、 V区・土娯墓 (5世紀中葉)と なる。上娯墓に
ついても古墳時代～平安時代まで継続していることが知られる。

木棺墓については 2基で年代比定が可能であり、 I区 。墓 1(8世紀後葉～ 9世紀前葉)、 I区・

墓 9(8世紀中葉～後葉)である。またV区・木棺墓は古墳時代のものとみられる。このように木棺墓

にも時期幅が認められるが、その構造自体においても、炭の敷設の有無などから、構築年代による差

異が認められる。

土器棺墓については、 7基すべてで年代比定が可能である。 I区・墓 7(8世 紀後葉 )、 I区・墓
20(8世紀後葉)、 I区・墓14(8世紀中葉～後葉)、 Ⅱ区・墓25(8世紀中葉～後葉)、 Ⅲ区・土器棺

1(8世紀前葉)、 Ⅲ区・土器棺墓 2(8世紀中葉)、 Ⅳ区・土器棺 (9世紀後葉～10世紀初頭)で あ
る。いずれも奈良時代～平安時代にかけて構築されている。

火葬墓については、16基中 3基で年代比定が可能であるに過ぎない。 I区・墓24(8世紀後葉 )、

Ⅲ区・火葬墓 (9世紀末～10世紀前葉)、 Ⅳ区・火葬墓 (8世紀後葉)で ある。さらに和同開弥の副

葬された I区・墓17も 8世紀代に収まるとみられる。したがって火葬墓についても、土器棺墓と同様、

奈良時代～平安時代にかけて構築されたとみられる。

これらの埋葬施設以外、土師の里 8号墳を含めた 4基の小型方墳もさらに存在する。土師の里 8号

墳は副葬品から5世紀後半の築造と考えられている。V区の方墳は、新相の布留式土器を埋置した土

壊墓に切られていることから5世紀中葉以前の構築と考えらる。また溝 3を周濠とする I区の方墳 も

出土埴輪から5世紀後葉に年代比定することができよう。Ⅳ区の方墳については築造年代を示す遺物

は明確ではないが、他の 3基の状況から少なくとも6世紀前葉以前に収まることは確実といえよう。
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よって小型方墳は 5世紀後半を中心に、遅 くとも6世紀代前葉までに築造されたとみられる。

以上のように、構築年代の明らかな埋葬施設のうちの多くが 8世紀以降のものであり、埴輪棺墓と

土墳墓および木棺墓に 5世紀代と7世紀代のものが認められるという状況である。よって、 5世紀中

葉以降に小型方墳を始めとして埴輪棺墓および多くはないとみられる土娯墓と木棺墓が構築され始め、

7世紀代に引き続いて土壊墓が形成され、 8世紀代以降になると土器棺墓と火葬墓が主流を占めると

いう墓域における展開が考えられる。

さらに I区西半を中心に密集する土坑群が 7世紀以降の土墳墓である可能性が指摘されている。こ

のことからも墓域は古代以降に急速に拡充 したとみられる。

このように埋葬施設の種類には時代による変遷がみられる。すなわち、

5世紀中葉～ 6世紀代  小型方墳 +埴輪棺墓 (十若干の上墳墓 。木棺墓)
7世紀代 埴輪棺墓+土壊墓十密集土坑群

8世紀～10世紀初頭  上器棺墓十火葬墓十木棺墓 (十密集土坑群)
というおおまかな変遷図式を示すことができよう。この埋葬施設の種類の変遷は、当該地区あるいは

土師の里遺跡固有の状況ではなく、広範に認められる在り方でもあろう。

このように墓域の形成は古墳時代中期から平安時代前半まで継続されており、さらに同一集団によ

り固定的・継続的になされたものと想定することができるのである。

すなわちこれらの埋葬施設の中には、石鈴帯の副葬がみられた I区・墓 1のように一定の階層性を

有した被葬者の墓も含まれている。律令期の官人においても当該地区を墓域とする意識が存在 してお

り、継承された集団内の紐帯関係をそこに看取することができよう。つまり個別的かつ無秩序に埋葬

施設が集積されたのではないといえるのである。

また、Ⅱ区・墓30で棺身に使用された埴輪は埋葬施設のための専用棺と考えられる。口縁部下 5 cm

ほどの高い位置に突帯が巡り、さらに最下段の突帯も通例より低い位置にある。透孔も認められない。

外面 2次調整はB種 ヨコハケで、突帯間に 2段施されている。また無黒斑である。この埴輪と類似 し

たものが昭和30年の盾塚古墳などの発掘調査時にも検出されている。□縁部下の突帯や底部上の突帯

の位置、さらに透子とが現状でみられないなどの形状はほぼ同じである。ただしこの資料は有黒斑の上

師質であり、外面調整はヨコ・ ナナメハケである。したがってⅡ区・墓30の棺身の埴輪より遡るとみ

られる。このように少なくとも専用埴輪を用いた 5世紀代の埴輪棺墓の形成にあっては、一貫した製

作技法が採られていた埴輪製作集団から等 しく供給を受けていたことが窺われ、埋葬施設の構築にお

ける継続的な関連性を多少とも反映している状況のひとつといえよう。

2 埴輪棺墓形成の契機
いま、当該地区の墓域が古墳時代中期～平安時代前半まで約500年にわたって展開すること、そし

て埋葬施設の中でも小型方墳と埴輪棺墓が墓域形成当初にまで遡るであろうことを確認した。ことに

埴輪棺墓は、墓域の形成を密接に反映しているといえる。そこで埴輪棺墓形成の契機について若千の

検討を加えておきたい。

墓域の端緒ともなる埴輪棺墓形成の契機については、以下の点から盾塚古墳の出現によって開始さ

れたと考える。それは、

① 5世紀前葉の築造とみられる盾塚古墳より先行する埴輪棺墓は認められない

② 盾塚古墳および鞍塚古墳を囲むように埴輪棺墓が分布し、その状況は I区東側を除いて土壊墓・
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木棺墓・土器棺墓 。火葬墓の分布より概 して両墳に近接 している

③ 墓域が形成された地点は下位段丘面の中でもやや比高があり、占地場所としては好位置にあた

る

というオ艮拠が挙げられる。

まず第 1の点についてみる。副葬品から構築時期の判明した 4基の埴輪棺墓のうち、最も遡るのは

Ⅲ区 。円筒棺 6の 5世紀後葉である。さらに、棺身を構成する埴輪をみると、 I区・墓34で Ⅱ期の円

筒埴輪が使用されているが、同時に棺身に使用された円筒埴輪にはⅢ期のものも認められる。さらに、

この埴輪棺墓を除くと棺身に使用された埴輪はいずれもⅢ期以降のものであることから、現状におい

て盾塚古墳より先行する埴輪棺墓は認められない。したがって、この第 1の点は埴輪棺墓の形成に先

行する盾塚古墳の築造が、その形成の契機となった可能性を否定できない状況を示しているといえる。

第 2の点については、厳密な根拠とはいいがたいが、埴輪棺墓より後出する土器棺墓や火葬墓が各

調査区内にあっても埴輪棺墓の広がりより相対的に盾塚古墳や鞍塚古墳から離れた位置に分布 してい

る。よって埴輪棺墓の形成が本来的に両墳に近接したものであったことを示す状況といえよう。

そして第 3の点である。仲津山古墳や古室山古墳などの古墳が中位段丘面に築造されていることを

考えれば、下位段丘面にあっても比較的高所の当該地区に盾塚古墳や鞍塚古墳が築造されたことは理

解でき、盾塚古墳の占地により本格的な当該地区の利用が始まったといえる。したがって盾塚古墳や

鞍塚古墳との関連をもたずにこの良好な古墳の占地場所が墓域として利用されたとは考えがたいので

ある。

このように、古墳が存在 し、古墳より僅かに、そして継続的に後出する埋葬施設がその周辺を取 り

囲むように分布 していれば、その埋葬施設が古墳と関わりをもって形成されたとみるのが現状では率

直な理解の仕方であろう。

さらに別の角度から検討を加えておく。各調査区ごとの埋葬施設の主軸方向についてみると、調査

区や埋葬施設の種類によって違いが比較的顕著に認められる。東―西方向と北一南方向に大別し、調

査区ごとおよび埋葬施設の種類ごとにみると、

I区 東一西 埴輪棺墓 4基、
北一南 埴輪棺墓 1基、土壊墓 1基、木棺墓 2基、土器棺墓 1基

Ⅱ区 東―西 埴輪棺墓 5基、土壊墓 1基
Ⅲ区 東―西 埴輪棺墓 2基
北―南 埴輪棺墓 6基、土媛墓 5基、土器棺墓 2基

Ⅳ区 東一西 埴輪棺墓 3基
北―南 埴輪棺墓 2基、土器棺墓 1基

V区 北―南 埴輪棺墓 1基、土媛墓 1基
となり、 I・ Ⅱ区では東―西方向が、Ⅲ・ V区では北一南方向が優位であるが、その背景には埴輪棺

墓においては東―西方向、その他の埋葬施設にあっては北―南方向が優位であることがあろう。ただ

し埴輪棺墓にあってもⅢ区では北一南方向多く、Ⅳ・ V区でもその傾向がみられる。よって、埋葬施

設の種類と方位は厳密に対応するものではない。

相対的に埴輪棺墓の形成は土器棺墓や土墳墓などより先行することは先にも述べた。とすれば、埋

葬施設の主軸の違いは東一西方向から北―南方向に変遷 したためであるとみることもできる。しか し

ながら5世紀代に比定されるⅢ区・ 円筒棺 6や V区・土墳墓は北―南方向をとっていることから、必
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ずしも主軸方向が埋葬施設の新・古の違いを示すことにはならない。これには近接する盾塚古墳ある

いは鞍塚古墳との位置関係が反映されている可能性も充分に考えられる。ただ、主軸方向の変化と時

期差の関係について大略的な傾向が存在する可能性が高い。

なお 7世紀代の埴輪棺墓であるⅢ区 。円筒棺 5と Ш区 。円筒棺 7はともに北―南方向に主軸をとっ

ており、傾向性と一致 している。

このように、各調査区とも同一の原理下で各埋葬施設が構築され続けたとみられ、当該地区におけ

る墓域が同一集団によって固定的に形成されたことを改めて確認できる状況といえよう。

そして、墳丘の主軸を北―南方向にとる盾塚古墳、東一西方向にとる鞍塚古墳ともに被葬者の推定

頭位は東である。このことと墓域の中でも相対的に遡るとみられる埴輪棺墓の多くの主軸が東一西方

向であることとは果たして無関係であろうか。むしろこの点からも両墳と墓域との形成に関わる結び

付きが想定されるのではあるまいか。

3 盾塚古墳と鞍塚古墳
Ⅳ・ V区において盾塚古墳、V区において鞍塚古墳の発掘調査がなされ、昭和30年の調査結果に新

たな成果を幾つか加えることができた。それは主に、

① 両墳とも帆立貝式前方後円墳である

② 両墳とも造出部を有する

③ 両墳とも卵玉形の周濠を有する

④ 周濠の一部が接するとみられるほど両墳は近接して築造されている

という点である。この中で最も留意すべきは第 1の点であろう。

まず古市古墳群にあって帆立貝式前方後円墳 (造出部付円墳とされたものを含む)を挙げると、青

山 1号墳 [全長70m、 後円部径60111]、 蕃上山古墳 [全長53m、 後円部径40m]、 唐櫃山古墳 [全長53

m、 後円部径38m]、 青山 2号墳 [全長33m、 後円部径27m]、 矢倉古墳 [全長33m、 後円部径28m]、

沢田古墳 (林 2号墳)[全長23m]、 赤子山古墳 [全長20m]な どがある。

これらに対し盾塚古墳は全長73m、 後円部径49m、 鞍塚古墳は全長51m、 後円部径40mで あり、盾

塚古墳は青山1号墳と、鞍塚古墳は春上山古墳や唐櫃山古墳とほぼ同規模である。このように帆立貝

式前方後円形は古市古墳群にあっては100m以下の小型墳を中心に採られた墳形とみられる。

また築造年代については、青山 1号墳が 5世紀中頃、唐櫃山古墳が 5世紀後半、蕃上山古墳・青山

2号墳・沢田古墳が 5世紀末葉、矢倉古墳が 6世紀前半と考えられる。よって 5世紀前葉とみられる

盾塚古墳が同形態墳の中では最も先行する。

盾塚古墳と鞍塚古墳を含めても帆立貝式前方後円墳とされるものは9基であり、今後新たに追加さ

れるものがあったとしても古市古墳群内には10数基程度であろう。また築造年代については5世紀代

～ 6世紀前半であり、 5世紀後半のものが多い。

このように、大～小規模の古墳が混在する古市古墳群にあって、帆立貝式前方後円墳の存在は決し

て多いとはいえない。しかも築造時期もやや限られており、古墳群形成期間より短い。だがしかし、

帆立貝式前方後円形という墳形をもった古墳が極めて例外的なものではなく、小型墳を中心に一定の

存在として認められるのも事実である。

帆立貝式前方後円墳についての、ことに墳形に対しての評価はおくとしても、古墳の各種墳形の中

に被葬者あるいは集団に対する身分表象の意味合いが付与されているとすれば、帆立貝式前方後円形
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はその一系的な身分序列から若干外れているといえるかも知れない。そうした想定の一方で、盾塚古

墳や鞍塚古墳などの帆立貝式前方後円墳は先述のように古市古墳群内において一定数が一定期間に厳

然と存在している。

そして盾塚古墳や鞍塚古墳の副葬品をみると、古市古墳群や百舌鳥古墳群以外の地域における同規

模程度の前方後円墳のそれと遜色のない、あるいはむしろ優越的な質・量といえる。このことは、帆

立貝式前方後円形という墳形を採りつつ、古市古墳群内に存在する意味を暗示する状況といえまいか。

すなわち、古墳群を形成した王権組織の内にあって、副葬品に反映される世俗的な力量が付与されて

いる一方、その組織内においては独自的な存在ではなく、組織内に規定された従属的な存在であると

みることができるのではなかろうか。

4 土師の里遺跡における古墳時代墓群の構造
当該地区において検出された古墳および埋葬施設は、帆立貝式前方後円墳である盾塚古墳、鞍塚古

墳を始め、小型方墳 4基 (土師の里 8号墳を含む)、 埴輪棺墓36基 (H J91-3区含む)、 土媛墓 9基、

木棺墓 3基、土器棺墓 8基 (H」 91-3区含む)、 火葬墓18基 (H J91-3区含む)お よび密集土坑

約200基である。

これらのうち埴輪棺墓、土壊墓、木棺墓、土器棺墓、火葬墓の変遷については既述した通りであり、

墓域継続期間中につねにすべての種類の埋葬施設が構築されていたのではない。そこで古墳時代に限っ

て当該地区の墓群の構造についてみることにする。

当該地内の墓域における検出状況をみるだけでも、古墳や埋葬施設の違いから被葬者間に格差のあ

ることが充分に予測されるが、遺跡の周辺にまで視点を広げるとその傾向はさらに顕者となる。

まず大王や妃の墓と想定される大型前方後円墳として、誉田御廟山古墳や仲津山古墳が存在する。

これらが最も階層上位に位置するものといえる。

次いで、中型前方後円墳として古室山古墳や大鳥塚古墳が存在する。小型前方後円墳や円墳には盾

塚古墳、鞍塚古墳、土師の里 6号墳 (塚穴古墳)な どがある。さらに 1辺10m前後～20mほ どのより

小型の方墳に当該地区で検出された上記の 4基があり、円墳には土師の里 3号墳 (道端古墳)な どが

ある。そしてその下の階層を占めるものとして埴輪棺墓などの埋葬施設があり、さらに下位には密集

する土坑がある。

このように顕者な階層性を呈して各古墳 。埋葬施設は存在 しているが、大型前方後円墳と中型前方

後円墳は古市古墳群を具現させる王権組織全体の要件として築造されたものであり、それに対 し盾塚

古墳や鞍塚古墳など小型墳以下は土師の里遺跡を具現させる集団組織の要件として築造されたと概念

化できまいか。この見方が妥当とすれば、遺跡における古墳・埋葬施設の形成は二重構造的であった

ことになる。さらに、遺跡内に構築要件をもつ墓のうち盾塚古墳と鞍塚古墳はその中核を占めている

といえるが、その墳形が繰り返し述べているように帆立貝式前方後円形である点は留意する必要があ

また土師の里遺跡全域における埴輪棺墓についてみると、古墳の周濠内あるいは縁辺に配されたも

のを除くと、ごく一部の例外はあるものの大半が当該地区に位置している。上師の里遺跡仝域に存在

が分散しているのではなく、限定された地点に集中して構築されている点は、先にみたように盾塚古

墳・鞍塚古墳の築造を契機とした形成によるためとみられる。それは盾塚古墳・鞍塚古墳を中核とす

る集団によってその地点が墓域として選定されたことを反映しているといえよう。
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その集団の集落域については、現状では当該地区の東100～ 250mほ どの地点において直径200mほ

どの範囲で広がる住居群が該当しよう。この範囲は遺跡の範囲と比べて極めて限定的である。しかも

この範囲を除くと住居の分布はほとんど認められない。

この住居域について、誉田御廟山古墳を始めとする大～小型古墳の築造にあたって直接労働を行っ

た人間の集落域とする見方がひとつにはできるかも知れないが、それにしては規模が小さすぎよう。

住居の重複関係については77-24区 と77-15区で認められるが、それ以外ではみられず、集落域の中

でも極小地点を除くと概ね分散的である。このように恒常的に建替えが行われた状況は認められない。

したがって一時期に存在した住居数は限られたものであったと予測される。こうしたことからも、古

墳築造に直接関わった人間の集落域ではなく、定住していた集団の集落域と考える方が適当であろう。

そして西方に位置する墓域もまた遺跡内あるいは周辺に生活基盤を有したこうした定住者集団のもの

であったと考えられるのである。

なお墓域における階層差は既述のように一定度明瞭に認められたが、居住域において階層差を示す

状況は見出しがたい。

5 埴輪の胎土分析から
盾塚古墳、鞍塚古墳、誉田御廟山古墳および仲津山古墳の円筒埴輪の胎上分析を (株)第四紀地質

研究所に業務委託した。その結果については付章として掲載したが、分析資料提出時の当方の結果予

測と実際の分析結果の内容とが異なっていた。そして分析結果が重要な意味をもっていると考えられ

ることから、ここで若千の検討を加えることにする。

まず分析資料提出時の予測について述べると、胎土はおそらくは大型古墳 (誉田御廟山古墳・仲津

山古墳)と小型古墳 (盾塚古墳・鞍塚古墳)で区分されるか、あるいは害窯焼成以前 (仲津山古墳・

盾塚古墳)と害窯焼成以降 (誉田御廟山古墳・鞍塚古墳)で区分されるものと想定した。

しかし分析結果は、古墳の規模あるいは害窯焼成の有無を基準に大別されるのではなく、古墳ごと

に分離された。しかも同一古墳の資料間では分析結果はまとまりをもっているので、提出資料の安定

性は保証されているとみられる。

そこで 4古墳の埴輪の胎土が各古墳それぞれで異なっていた理由については、次のように理解され

るのではないかと考える。

害窯焼成に耐える材土を確保する必要性を考慮すると、その可否でまず 2分されよう。無論、害窯

焼成される埴輪にはより良質の胎土が求められたのであろう。さらに、古墳規模に応じて材上の確保

場所が異なっていたか、あるいは埴輪の大きさにより材上が異なっていた可能性が考えられるが、こ

れによりさらに2分され古墳ごとに胎土が異なることとなる。

材上の違いについては、前者の場合なら、供給先に応じて材土の確保から製作・供給まで埴輪製作

集団内における個別単位集団(群)が一貫して関わっていた可能性は否定できない。また後者の場合で

は、大型品、小型品あるいは形象埴輪など製作目的に応じて材土の確保から製作まで同一の個別単位

集団(群)が一貫して行い、その供給については埴輪製作集団における上位階層者 (群)の指示に拠っ

たとみられる。

この 2つの可能性のどちらかであるか、あるいはまた他の可能性があるのかについては、今後より

多くの資料に対して胎上分析を実施することにより解決する公算が高いが、現時点においては少なく
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とも埴輪製作にあたって個別単位集団の役割が明瞭に設定され、それが厳密に遵守されていたとみら

れる。そしてこのことは、埴輪製作集団全体の統制の強さを示しているといえよう。

6 土師の里遺跡と土師氏
土師の里遺跡およびその周辺が土師氏の本貫地のひとつである河内志紀郡土師郷であろうとの見解

は、広く受け入れられているといって過言ではあるまい。よってこれまで検討してきた内容は、土師

氏、あるいは消極的にいえば後に土師氏と呼ばれた氏族集団に関わるものということができる。

そこでまず古墳時代の墓群にみられる集団内の階層差について改めてみると、以下のような対応関

係が想定できる。すなわち、

盾塚古墳・鞍塚古墳・土師の里 6号墳 (塚穴古墳)

土師の里 8号墳・ Ⅱ区方墳・Ⅳ区方墳・ V区方墳

埴輪棺墓などの埋葬施設

土坑群

と図式化することができるのではないか。なおこの場合、

るとの前提にある。

そして古代以降、埋葬施設は土器棺墓や火葬墓が主流となるが、石錯帯を副葬 した木棺墓の存在や、

対極的な位置を占める密集した土坑群の存在から、階層格差はなお埋葬施設に顕在化され、継続され

ていたとみることができる。

ところで氏族長の墓と想定した盾塚古墳と鞍塚古墳については、その墳丘形態から王権組織内に規

定された従属的な存在であると先に捉えた。大王あるいはそれを支える有力者への属人的な従属を意

味しているのではなく、職掌を介しての王権組織との関係を念頭に置きたい。

盾塚古墳には三角板革綴衝角付冑と三角板革綴短甲および付属武具のセット1式が、鞍塚古墳には

三角板鋲留衝角付冑と三角板革綴短甲および付属武具のセット1式が副葬されており、それぞれ最新

の武具を保有していたことが明らかとなった。

既述のように、この武具の副葬から両墳の被葬者は鉄製武器や武具の生産組織と密接な関係にあっ

たとする見解もある。確かに最新の武具の保有・副葬は王権組織内での被葬者の占める一定の位置を

示 しているといえる。ただ、被葬者およびその氏族集団が権力機構の一端を担っていることによって、

最新の武具の 1セ ットを族長が拝受あるいは所持できたとみるのが率直といえよう。そうした状況の

一方で、被葬者の微妙な立場を示す状況に、繰り返 しになるが墳形の事実もある。

この副葬品あるいは墳丘規模にみられる優位的な状況と、墳丘形態における劣位的な状況の不整合

さから、単純化すれば、土師氏と想定されるこの氏族は有力ではあるが権威のある集団ではなかった

ということができるのではなかろうか。

ただしその内部における規範の強さは既にみたように、墓群形成において如実に示されているとい

える。しかも、変様しながらも墓域が平安時代前半まで維持されており、その恒常性も窺うことがで

きる。さらに土師氏の職掌のひとつである埴輪製作における統制の強さについては既述 した通りであ

る。

このように土師氏は職掌集団として内的紐帯を強く保持し、王権内においてもその職掌を通 じて重

要な役割を果たしていたが、しかし王権内での高い地位を占めることができなかったのはその職性に

よるためではなかろうかと推測する。

氏族の族長

氏族内の有力者

氏族内の高位成員

氏族内の一般成員

土坑の一部に古墳時代に遡るものが存在す
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乗馬人物 (Ⅳ区・円筒棺 3 71-1)
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